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神戸市須磨区鉢伏山方向から遺跡を望む （空中写真）
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明石海峡からの遺跡遠費 （空中写真）
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のろし実験を神戸市垂水区 （五色塚古墳）方向から見る （空中写真l



序文

わたくしたちの兵1屯県は、北は日本海、 IYlは漸｝ 淋l洵に面し、 内には緑股

かな山々を合わせ持つふるさとであります

このようなl'I然条件のもとで、 占くから文化が開け、多くの貨直な文化財

が残されております，これらの文化辿産は、歴史を学ぶ,-.に、さらには新し

し、文化 を I•,J I・. させるためにかかせなtヽ ものであり、次代に中し送り活mを図
ることが、我々の貨務と考えますn

1995年 1J l 11nに発生した兵即県南部地役は淡路地方にも 大きな被i「fをも

たらしよした しかし県尺の））で着実に復典への逍を歩んでtヽ ます F

また長年の歩であった明石海峡人一紙建設も況災の影9界を受けたにもかかわ

らずエ・Jじは舶渕に進んでいますn t品壺西迎跡はこの人:~科の延長である本州11.Y

国連絡近路 (IIJl <, ・l!f.W'Iルート）淡路インターチェンジ内で発掘蘭査された
追跡のつです

塩壺,,4追跡は本州四l111連絡栢公団の依頼を受け、兵l,F県教介委具会が，禎在

を実施しましたが、この辿跡は弥生時代の終わり頃、卑弥呼の時代、占来か

らの交通の •8_ipJ,jであった fJJl石海峡に面する翡地ヤ1リ豆谷です＿ 迫跡からは弥'F.

時代としては泣人級の鉄鏃が出上し、古代lnl*成¥f.の解明に大きな影愕を 'j・

える追跡と IIぇよしょう ここに閲牡結果をまとめ、報告 ， I~をr-11行いたしま

した

この報店，りが文化財保設と文化向上のため、お役にたてば...r:. せです—

最後に1講代にあた ってご指祁、ご協）JをfP.いた多数0)}j々 に肝，くお礼をq,し

上げます

1997年3J 13111 

兵J.jf県教行長 栗原翡志
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例

1 . わりは兵Joli.県iftY, l祁淡路町府片坪塩坪2653-2番地他に所(£するJiJ・，；，>:西氾跡（しおつぽにし

t Iせき）の発掘ii'l代報；佑Ifてある

2. 発掘，~Utは人州四1,、1連絡m公fヽりの和［を受け．本州四lrl述ぷ伐i路（神戸・卿＂）ルート）建

点に(1'}て仄1,liM教-ft'委n会が発掘洪任を実施したものである .~~rtは ,v・成 2 年度 ( 1990

年）に筍 l次，~1\"tとして確品渇仕を、平成 1 年度 (1992年）に第 2 次，~Hf.Cl) 令1fii.~•4rtを．第

3 次、~1 ftとして確ょ浪ftを．平成 5 年度 ( 1993年）に沿 、i 次，~·,tiの和f1i,11'H'tを実施したも

のである

筍 1次,.11fi (確＆，刈ft)平成2年度 (1990年）追跡関代番r;-900089

~ :l 次,i•~介 （令 1r1i,~'Uf.) f・成4年度 (L992年）辿跡潤代爵り'920280

筍 3次.~1ff. (確,J!.,l'i1t)平成1年度 (1992年）逍跡洪牡番i;-920祁80

筍 1次，刈ft(令1f1i,tHf.)、f成5年度 (1993年）迫跡，糾在吊り'930025

3. 脱地J'Ufは11dII外、深）1・1り）比占、111上雅弘、山本減、松rii.lT・ ~? が11l'lrLた

4 . f.~.f'll,~1 ftは松岡が 1-:となって、 平成6-8年度 (1994-1叩6)に＇）蒻施した

s. m 1. 迫物のうち、金屈製品のf公（｛処刑はl.nlr1,T忍 rの指＃のもと行なった
6. 辺悩Cf) 'J[~{lj(}) 部は，:,.HtC.lの一原禎凸及び補助aの,Jヽ束砧て朗か・u施し、他はぶHHlが実施
した 追物の夷測のうち、 t沼は小川美奈、洒Jh'O' f 、岡幻師(·、 I(~比Vi(・、横111麻

(-、 !.<.JIilXヽ紀、臥；渇江が行い、石器・鉄器は尾蛤が行なった 追榊及びぼ；の剖'}は/~

蛤、 M渾,.,『f.I/G111lが、{j rs: 及び鉄器の沿りは尾幼が行なった
7. 本，'}に即II した'lj' 真のうち、氾塙につ l ヽては潤社日が撮影し 、発掘•I•qyや111・1,:i'im影は‘り：

測エンシ.:.アリング株式会什に委れし、退物については株式会社f/dllに私IEした J

8. 本 Lりの紺恥は深JI•()Jh.ii案のもと、 1!1J:、山本、松岡が携わった

!.J. ぶりに使川した悦贔0)数（かよ．本四公団の上祁用B.Mを利JIIした汁1Hh,1'Jj(T.P.)であり、

/iii'•. は削店北である

10. ぶりに記載したlif•t~ CI) 内、 l'XI版 3 は団上地理院発行0) 1/25,000地Mを、れ lll'.:<I は 1/50.000

を使111したも())であり、 'IJ'.真M脳1J: は米'.il-C撮影の昭和20年代窄•l•''J'!'.I.を使HIした なお

これらは1111I: 地刑院」'<rJ)/J~. 品を閲て掲載している またず'tnt;ll飯 1ト―.lは本州l川II l述絡

屈公1ヽり樹影())航'1巧:良を使川した

11. 本iりで使IIJした追柑酢りの内、 11:屈跡iよ全地区通し番号であり．その他の迫構は各地Iメ：1rt 

で呼称した よたjifl['i<ll lt ())氾構略りは次のように (SHー(1~サ跡、 SX-f'i~)、迅椙、 P→柱穴、

SK→ I: 哄、 S正溝）呼称を.fl! Iヽてtヽる

ll. 心'J<I)執~~分1110)うち．俎構、辺物につtヽ ては本文□次に示した
13. ,l'l (fで船影した’ヽJ'..!'i、；り栴M、迅物守は兵庫県教fr'姿U会でf.+'.TIしてtIる

14. 本』の作成にあたっては、船II比呂志、森岡秀人會柊科哲男、松人武移、岡本 稔、波t
康~-油 I·雅＇た、 fJtJ/似：¥、 ・,;f水そ、栢井f呆犬、直宜恣ー、禰:u:111r 1: 力をはじめ本州四Ihi 

述絡栢公lヽり、111木・ FilII . ? 又川・森長・ 1t-1:共lu]企業体．兵w肌I:木部逍V級建i没諜、 HI名
郡町村会．淡路町教f-(委n会、淡路広域柑i防')!'.務糾合、低1版建設株式会社なと、関係各}j
血から多大なる協）Jを糾た 心して惑謝の意を表します，. (JI阻不1,;J倣称略）
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木文 H次

第 1淮 調行に至る経綽と経過

in 1節 渇i'tiこ令：る経綽• • • • • • • -• ・ • • • • • • ・ • • ・ • • • • ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・< l'r 111・ 深）n ・・・・・・1
筍2節 筍 1 次，~1ff. ・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（占111・ILI本）・・・・・・2

筍：｝節 筍＇と次ぶ代・第 3次滋代・・・............................・（深JI・・I I I ,i,.)・ ・ ・ ・ ・ ・3 

初 1 節第 1 次,}•~ff·・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・(111 I-.)・ ・ ・ ・ ・ ・s 
窮3節整理f1・J!................'.'............'..................'. (松岡）...•. ・8 
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第 1節 縄文 I:芯．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（深）n・・・・・・2:1
第2節 弥11:1: 器・・・・・・・・ ・...........................................(松岡） ・・・・・・邸

第3節 1llflt以降のl:器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(IILt)・・・・・・33 

筍 i節石沿； ......•...............•. ................ .. ...... ... . .. .. (II I本） ・・ ・ ・.. 33 
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第5硲：科学分析

第 1節 塩•,:>:西皿跡出 l•_(J)サヌカイト製迎物の石材哨地分析.............. (祁科） ・・ • ・ • ・37 

筍2節 }jが甘竹炭ぷ年代憫定．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．（株式会社地J求科学研究所）・・・・・・44

第6章考察

第1節 遺跡の朽察............................................・・・・・・（深Jl・l・・ ・ ・ ・ ・45 
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挿図 ・表目次

筍11刈 淡路縦肛逍位骰図（本州四~,迎絡m公1'11第一紐設屈 1990.3 ハンフレッ l、から）
りnz閃第 l 次 ，l~tt坪利硲収l

第31刈 第1次洪仕作業風訊

第4I文l第 2次;)~¢tf乍哭凩屈

第51・::<I第3次逍71:I、レンチtlcii11ざ|

第6図 第4次，:J1rt作業凪屎

第71':;{I塩・,i店西追跡からの眺望

第8図 復元住居組立風屈

第！）似l幣Jill作業風i;t

第101'.刈 淡路1::,周辺の活断W及び埋谷lfii図（通廂行地'Ct,l1 fi.11斤lりl石地域の地'CT1990より一部改変）

第11阪I 11}田海峡をめぐるじ嬰追跡地阪1及び一応必

第L21'XIA地区位Wi'.t,i<I

第13l"XI 8地区位i「~til

筍14131C地区位骰枢l

第15tXIlJ地区 ・D拡張［メ'.l1i:1ntxJ

第L61-XI壺Jf多L器の沿形分類

第17図 甕形土器の器形分類

筍t8l'XI外形 1こ器の器形分類

第l9l'J..l i::; J:.f Jf多I:器の沿形分類

れ・20図 器台形 I:器の器形分類

第2Hス1鉄器実測図

第22図 サヌカイト及びサヌカイト様む6の原粒地

第l-1表 各サヌカイトのhit沌地における囮Hi群の元索比の平均値と椋準偏差飢l

第1-2必 各サヌカイトのIJ;i,竜地における原6群の元索比の平均鮒と椋雄(11~差籠2

第2Ii 柑屈局｛産地からのサヌカイト原爪66個の分類結采

第3表 ．柑泉 .jj-'利m原殺地からのサヌカイト原石72個の分知結果
第4表 利1改山市~~源原廂地からのサヌカイト1以石21個の分類結果

第5表 塩壺西逍跡出 I::サスカイト製逍物の元索比分析結果

第6J;. 塩壺西迫跡tH_r.O)サヌカイト製迅物の原材牲地椎定結果

第23凶 サメカイト殺地分析，試料

第24図 年代測定試料

筍7表塩壺西追跡年表

図版目次

閃版l 迫跡の(、Zii'H~J 建設省近微地方建設／訓阪神国道工•IJ·J~務所w内図を 一部改変
図版2 淡路インターチェンジ ・ サーピスエリア ,lf' pIり平面閻と追跡糾ft!~ 本州四国述絡位公

団洲本 (•j}•Jl'.務所、 ~Ji木 ・ J-:if[I . 浅川 ・森長・）F上共同企業体発行を→部改変
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1·4114~:~ J.'i]辺迅跡分{fil・xt(2.5JJ分の l)

M恥 i 潤filべ全体lxl(I「分の I)

t・xlllti :i A地区全体1·~1 Cir, 分のl)

M訳6 B地区全体1~:(1 (5(i分の 1)

図版7 C地lえ令体1・x1(s (1分の l)

似ll~i8 D地区 ・D批弘li</t.f本図 (5百分の I)

l'xlmi 9 A地lなSHI・SH2

t・:<I枷10 A地[;{SK107・SKI10・A J也r)(_tJ.i9浙1(uf•x1

l・=<I版11 C地区SH5・SH6

図版12 C地lx"SH7・SH9

図版13 C地区SII8

l·:cl~~ 14 C地区SHlO・SIili 

図けnsc地fx.SH13
lxWfil6 C地li.SK-1・ SK5・SK6・SKlO・SK15

図版17 D地区S1-13・DN、1JJd?<.SII 12 

似U:lill:! VJ也似SH4

図版!!) A地IiのL:*}SK107・ 包含刈、 B地l双 ）I: 器包含吊
図版20 C地区の上器 (J)SH6. SH8. SH9、SHIO

M肋21 C地Iメ．．の I器 (t.)SHU、SH13、SK4、SKS、SK6、SKlO、SK15.SDI 

l刈1:1~22 CJ也f'6.のI:閤 ens21区の包含M
l・Xlllfi23 CJ叫文の」・悩 (I)その他の包含K、i
図版24 D地いの」．硲 (1)S113、SH4

M糾25 l)J叫かの I・.器 (2)SH4、SH12、包含K、1
M恥26 各地区m上のH製石硲
図服27 各地区出 l・.(/)府製{j沿

写真 図版 H次
（呑ll!il刈版）

1 . I: Pl1 I ; rlr須附l-<外f人'.1I噴 1t,1から氾跡を叩む（空中1j真）

I. ド 1りlfi海峡からの迎跡遠ぶt(空巾咋真）

2. I・. 西からの逍跡遠姐 (~ 1 j17f.真）

2. ド 東からの追跡辿屈 （＇令q,・,j:真）

3. I: D地区S114令屈

::!. ,1, C地fiSH13焼‘人・状況

3. 1、J』: B地区SK!検ll¥状況

J. I'Ii l>地lなSK12検，11',状況

4. '- 鉄銭（原ヽ1・人）

4. ・i: ())ろし火験を ~IりりIi,fL: 水区 (1i色塚，',.t(l)/j[rrjから見る（‘令巾ゲ真）

（沿構,,;. 兵）
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l. Iこ 附鰍'1Hi(1947年4月251J米'11(祉Hm

I. ト 姐材炉j凍 (L985年本州四Ihi述絡屈公団船影）

2. 全俯罰り：真 ( 1985り＾•本州四 ILi辿ぶHli公I、JI船影）

3. l. 怜iからの迅跡辿；；((明h海蚊を屯む空q,,与其）

3. 下南西から(/)氾跡遠殿（須mを"11む‘やq,・,;:m
4. 1-. 束からの迅跡辿は（淡路島lfli洵I化を哨む空中写ぶ{J

4. f 1tJからの迎跡辿訊（府届船治を ··1~む~•1 1咋真）

5. l一． 北火から(J)AJ也［メ・・全屈 (~•11 •1凡'O

5. ト A地l-<~S111· SH2· 上桜などの全屈（空中互真）

6. 1: 北から(/)u地Iメ．．令骰 (,,;c;巾'1,:fi.)

6. ト: I村 1/ljからのB地[;{全訊 (~(ifり外fJ;.111/i向を沼む）

7. l: 北東からO)C地Iえ全屈 (~'l• ";t'.i)

7. ド C地Ii1t~ 糾I川の氾梢全は（窄,,,・,J項 ）

8. l: .It東からのDJ也l,1(全梨（窄中1紅$)

8. ド D地Ix.U~ 根 I・のSH4述は（をl• ''i凍）

9 . .l A地lメ~ ,l1n1ii1全屈

9. 寸I AJ也lメ： l.~'Hl'l構 l面

9. ド A地1,e: l•h'1辿構面

10. 上 A地区 令J;(・(1中i西から）

10. 111 N也j)(:SHI付近を咆む（北iりから）

10.'f AJ也Ix.SIil・SH2全談

11. t B地Ii 令；；i・(南西から）

l l. rj1 B地l,c_ 全；；；（西から）

11. ド B地1え令；，i・(北から）

12. 上 B地I;<:SX3近蚊

12.'11 BJ也lメ： 北西谷部卜．壊群（北から）

12. ド B地Ii<: 北内谷部l:咲群 (llliから）

13. 1: B地lえ SX3令骰

13.'11 R地I)(SK17

13. F B地IX. 北側斜1f1i1・ .. ~I祈面

14. I-. C地区令U(南から）

1,1. 111 C地1メ, 1titl面全屈（南西から）

14. F C地1-i.. のろし実験（西から須助を咆む）

15. t C地lメ SHS令は

15. 111 C地[,( SH6令訊

15. ド C地Ii SH7令屈

16. l: CJ也~ S118令;;t(束から）

16. 111 C地Iメ'. Sll8令屈 （南から）

16. -F C地L~ S118全菜（人物との対比）

-v-



17. I: C地lメ： SH9令;;[・(火から）

17. 111 C地lメ'S119↑ぶt(南から）

17. f C地lメ. SlllO令!;l'(南から）

18. L C地Ii SH 10 1.;*HL', I・. 状況

18.'11 CJ也lメ. Sllll令屈〈1:沼11¥I疇．状況）

18, ド C地I,( SIi ii令屈

19. r. C地1メ. Slll3焼‘犬状況
19. rl1 CJ也IX: SH13炭化本伊類

19. f C'地I".SH13~ 必掘状況全屈

20. 上 C地lべ SH13 (和前）及びSHl1 (後/j) 全屈

20. •I• C地I-< Slll3令訊

20. f左 C地1メ'. SH13 I・：柱穴ド21析割り

20. Hi C地Ii SHt3 l-: 柱穴P1 l'lfr:1PJり

21. t C地Ii<. SKIO令i;t(I: 器出 I・.状況）

21. f C地Ii SDI令tt

22. 上 D地lメ→ 令ぷ！（北から）

訟．中 l)地II( 谷沿；令屈（南西から）

22. ト D地Ii SIM近ぶ；（西から）

23. I: D地lメ: S1140>f、~,i'tする l:II根（北東から）

23. ,1, n地1x・ SH4検1H状況

23. f D地lメ， S114令屈（追物出 I・.状況）

24. I- D地lメ. SH4 I~-H祈曲

24. rl1 DJ也I><.. S114 I: 笞m上状況
24. ート: DJ也I-< SH4鉄蝶及び上硲ti¥」：状況

25. 上 〇地lx SH4令屈

is. 111 D地Ii<.SH3全i;t

25. ド D地Ii SH3 L沿1HI:」状況及び tJo;~j断ifli

26.」： D菰;1、［メ~ S1112及び拡~H[;{ 全i;~(北東から ）

26. ド I)拡1Jhl-<" SH12全棗

（迅物・ザ真）

27. A·B地fi•jり、'I: I:: 召

邸.C地lを作牛.I滋、}

公.C地lぶ加I・.I: ;f;l 

30. C ·OJ也lメ •,VI: I. 岱i

31. D地lメ-~、'l:. J: 沿

J2. Jこ、 q,各地l><'tl'iLの弥生t器、 下 縄文 I:器と I:錘
33. 上、中近lit(}>I・. 沿；、下鉄器

34. I・.、ド各地1-<II'.Lの~r;16器

35. 上、 I、 各地l刈IIl:Q)J仔製行器
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:A) I ,;i 潤fcに・1沿 !HりとUiii

第 1章 調査に至る経緯と経過

第 l節 潤介に至る経綽

I . 本州1!411,I述絡近路の概要

本州と l"-11•1 を贔tぶ本州四1川述絡氾路は 3 ルー トがあり、児ぃ・ J/11Illルー トは19郎f卜に開泊し、神戸・

叫1"1'しート

行してし、9o

(1的訊-Im通）j定）及び9む近・ 今治ルート (1999{J-UU.t!1 Viと）の 2)しートの j'•Jfが fi 々と逍

これら(/))しートのうち./111/ i . 叫門）しートは本州四田述絡近路の最も東に位f.lして1ヽ る辻ぶiill路であ

I). /ill/ i iii I~ 水似から11)1{ I il1J峡を 1りIii洵鉄人柏で消り、淡路島を縦断してr~l"l洵似を人・叫l"HAで泊り、

徳島Milりlnlrliに;-・:る総延此約81kmの，t:i述n虹lterJ近である この）しートの内、 ii'名・nイノクーチマン

ジからI!り1・1インク チr.ンジ よ での人・叫l"ll>'il~.i'J!ll<JnJf~45bon1 l987ff 10 I Iに供Illされており．残t)q)•Ji 

水・ノ・ャンクシ＇ンから 1・11名 ・・::r インク ー チェンジまでの明h・洵峡人·硲I~辿[-l..111}約36kl1のを1998り・IJI供

川,_,i,I(t急ヒ ・Jチで 1:'I'力進められて tヽる

淡r~,:.~内には7箇所のインクーチェンジを設けて、本州一演路一四Iりの女通を前保し、 各地械とQHf

l,\l~I. 11ぷr.1をl、文化1mの形成をよりし、っそう密なものとなるよう&t曲している

2 ． 兵J.J,:県の取り紺み、県教委と公団の協議

・木州四Ill述灼近路（神戸.I判"Iルー ト）通祢淡路縦n近
路の建，uにあた')-c: よ坪汝文化Ptの{f{tとその協洟の必要
付が,,~ じたため． い叩Iii述t、1~公r、JI(以I又 4Ill.I公団）

のJIJlt~ 文化財Q)!~!会を受けた兵J,ji叫敦fl姿日会（以卜、見

1<る）1.1197が1:(昭Hll7ff.)淡路ど占学研究会に分布潟代

を f/(1(( し、 Alf;~1tP~り路線船約2()()mにわたって実施した

，~fはその粘火をr.+,まえ人四公l、Jfと保(rt,:6ぶを行ない、

むお入す I. •l•,ll'P'•から除外でさなtヽ 筒所につし 1ては,,,前，~1

ff. することとなった，

19n年のオイ）IンJ ., クの影”で、決路縦~:;iiの全1面的

な1:,1,ばK他小uf能となり、 ;p名 ・ゲfインクーチ上ンジか

ら以lviの,,,文をIrなうことになった

llld・ 直跡なと1978り

他しt・

(ll/f,f,115:3り・） 力‘ら

lnぶ
や

確品];1-fiは、ぷ知川i1l1

ぶi'V・野を 11, 、し,::·)~

よた心訓II沖Illiii迅跡やl~J泣俎路の全面関仕は昭

~151<1. ま・c-1こ;t,.した なおl!-l82年（昭和S7年）からは こ

h』i町の谷町り；；、iiI 111、新lllilり、

溝ftを198が1

.・,mの各旧跡(/)而，忍 ・全而
(lltlf1159り·-)までに夷施し淡i~給rfl'lrTJ人^叫

p
 

9
£
’
1
虞
嗜
門
配
曹
≪
奮

"
IF

ー
し
｀
•

1

重
『
『
U
讐
I
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第 1図淡路紺員逼位置図
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til2ffl ~ I 次瀾ft

f II I t.1 I~J述{Jし /IJl{IIIJOJJり！祓文化財消介は終 r した

決~:1縦 l'l逍-It沿依）旧Hii1•J杖刈8関連r;(r日の理祓文化f!-tは分 (fj滋 (f~~叶から-HI"1削Jill~*~ているため、

その後の,1,氾J也付近に新たな迅跳0)発見杏があり~ 改めて分行、~1ftを実施す ること「な)I.: 

分 M,~'h'iは 1987介 (II財f1G2年） i」!名町Ht名一宮インクーチ T ン・ン以北火11UllfJ: での約21キUを火施し、

出た初tの1988り・ (11:lfM3年）には東i!llPlfから以北、淡路町松帆の明I油飲人枡也，'1f". ヽピJ也よでのl><l/11

的りはQ)分<11,}1ftを火施した そQ)粘~99箇所の散<1,地を発見した，

分<11,;,Htて発見された確，＆滋什必快個所は合，廿99箇所に及びしかもこれよで想Itてきなか-,t.:1l11111祁

に名数そ1/)研，以必吸偵所が{((fするため.,1,: 四公Iiiとの積み,T(なる協成の紺；火、193911 ('I'・成JLり）か

ら1凹、Ift (平1』(I>年）！^ かけて確品，lり代を実施した

雁認閲ftを'.t厖した結果、令11ii,l1fiが必疫となった屈lJi/れよ18箇1所にのぼり、川地買収札況に1心して帥

II.~ ✓• il閃t"f.を・T施した

塩屯洒;o糾は19却 1の分(11J.'I(iで発見され、 1990年に確品訊ff.(箱 1 次；↓'ぽ）され、約3,000川の ~~1(11

閏代か政とされた 1992加：全血溝“（第2次潤釦の類に逍跡が批人・することがr,11り1し、 1≪1認，,_.Ht.を

柑、人したところloHtの地形に約IJi ti T・m・ にわた'Jl;,. 々と迅枯が{{{[することがt1fll)Iした」こ(/)I: ・hli<' 

IHJはII,i.; でもI1l大規校のインクーチェ

ンンであり、すでに込成i:*がflt!始さ
れてわり、急1糾~.k した迅·~(/)兌掘ぶl

（国むにつ'·\ては~U1..呑および4:1'り公

Iヽりの協Aにより、 Aメ/j(/)協}Jf+印lで発

批↓＼化をすすめ、 199が1・および1993年

に全1fii,J.11fを、し fした

第2節第1次閥査

（旧跡、i1M.沿け .!)(碑9)

:;1rt澳1月 ti;l•I• P.', 牧fj呑ii会

即汝文化IH,閲t.d~f/Sl'/r

閲rrJI 潤ft筍？諜 l:!t 占ITJ

~t 、 Ul{;iQQ 111,t.: ・ 滅

*fi5Ll~ 1[,ilt'tf. ~~IU!.l\ f 、 l句

Ill礼（

,,'j (i心げ； は品也，".!枯式会社

潤rtJDllnt 1990年(f成2年）1211 

3 II ~!991年('f'成3年）

2 1121 II 

財湘163ft,I JJに本州ltJIJJ辿絡逍路仕

設-r,定地内の迅跨分(ti濁Iiを1翡施した 第2図第1次綱査坪配置図
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贔~·~、 l'!滋文化lltU>(fltが研，＆されたので、決ー 1

地点として．、r・ht2 年 1211 から ~II にかけて廊12.11

l'i. をおこなった 2 X~mO)けを 9 而所,;',!定し．閲

(f. を1翡施した

，古~*(I)¼.~り！、迅!l"l(I)検Ill にはi~らなかったが、 A

Jt~Iべの谷部がfl心に．弥,,-"~代後IOJの l沼を含む迫

杓包含~-1を帥認した。 よって、.,,地点には、弥／「0.1・

代のりHx氾判が(f(Eすると（,想され． 和ro,掛ft(.t¥ 

地l<l(J>'t施をfrうこととなった．

第 3節第2次晶-ft.第3次調査

（辿跡，~Ht佑り： ~120加））

, ~1ft横Ill.~ 1~1,1~~. し敦-ft~.n 会 J•r .-ぇ文化l!t,.11忙 •J!務I所

筍I17< ;.11({1:: ヤるlfi,.)I; H沿

第 3図第 1次出査作菜風景

J~(H-1 i↓'.Uf. りi12 Rf r:.•ff 深 J刊1 りJJt占．技術はU 山本減

!JI f~tl ".t;; If. 11Jl'l j'. ~11111, 也(-、貞~un、OH

;,,'1(1はけれ i1.-. .'i~ii'! 杯式会~,

潤(tlVIJ/¥I I~ がI:('I成-1<1.) 11111111~1993年（平成::.,年)J R 1611 

I . 箱 2 次.~1*の概要

l叩0年 ('I'・成2年/If)に:nI次閲ft(岡認閑ft)が行われた結果、 A地区(/)谷を中心に2.92!-lmrJ)令1f1i

,J.1 reをiiうに及んた、;f}V.(J.は谷に(({£するため腹物包含~"§までに堆fi'lk、1がPパ．ヽR伐にて~I!削する必＇校

があっt- しかし発掘関係Jji両などが ・般近を通行し、発掘消代地区付近まで桜近でさる N'.えがなく｀

1~ 制を人格化さゼるためには、本四公1・11をはじめ各/ii(,秘）協）Jを嗅した l1l終的にA地区の1,1仙所であ

る M1ti,11~ti まで発掘11·応mの通<i路を、i'.t訊` した 全1(1j,~丘は確，ば、,.,介(/)征所をflf邸拙削し, 1:Mを lヽi'出

したう ,lC-. f~1 ftl)(_の設定を1rい、パ／クホーにより迅物包含R-fo'(Lまで伯if(に掘削した。 しかし，J.1(t 

地はふ峻な水trI が~,,び．谷,,,央に盛 f:された部分の拙削に困難を極めたが. f1~ 効>fを必めて剛，↓1に逍し

んた＾桟1糾掘削後は谷0,111央部にトレンチを設定し、

t1JJIJ'..tft f1'1W~ を把柑し、 m構1(1jか部分(f;;に21ftiにな
ることを節認したうえで、 人））による掘削を1糾始し

た しかし ''i ~JWit した ，~Hf.範[If!以 IX 包含料が拡

kする!・め部分的に範1111を把肘し、 i:rc根の ・部に

I; り穴fl:し1;跡が(((1することがll}j確になうたf・め、全

1ft1J1 (ti-<を,,直前定した．

人））掘削は l.k1の包含~'1 を i1un11 し卜血にて迅栴を

検II¥した， l:M迅構を掘削したiiに，じ鉗を完［し、

-3-
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If! :I節 ::fl 2 ;).:/Mt・ :n :l次爛(i.

f~;1の包含Kりを批削した ＂りでも l:~?fri]様に l:塩なとを検出し、 .i!'!l/.i(J>拙削を fit ヽ、最J'~(f.Jにヘリコ

フク による-~中'if!tA凍玲実施し、 A地区の令rfii潟代を終 l・した

2. りI>3 次.-~1ft: の概要

~l次，).He地,.'、'· (令u,i,)1f0 は比根cnru1に枚まれた谷部が中心であるか、 •it'I:いf¥;;O)リ泣5カ1.:0>111中に

t'(.((してl1 f:_Q)はおそらく '~根I・ゃ稜線付近の斜而地であることが I~想しえた． そ (f)j~ 、 ?-1r11J.1fil1. 西側

に{l',_['"i'する作応Ill洲ir路のl析1!11に焼I・.やI:哄及び弥11・I器が検11¥されたため.,., 近 ・{iW刈％かU、かるこ

とがr,11111 した ， そこぐ・全[(IJ 発掘，糾代と -lHr して迫跡の広がりを r•iJ如確、＆す るためのf111i,品ii1Mを行うこと

になった

it'~ 認；}Htl-t~l也I-< は全伯i発掘，汎代地I< (A地rx)の北西に位骰するID恨・斜1f1i'谷沿分<n地1,q、1ti

に位訳するよ'11伯部分 (C地II. ) 、東のI~根・谷部分 (D地11.l (I) 3地Ixに分けて．船2m、1-l:さ-Imから

28mのトレン-f~20fh!所，i'1出し495mを出代した （第!iI・刈参IK!).,J~ 代は,Ti機でtl·_"!j以 l、を ~Ii 「111 し. I析

.l~I -~ 
第5図第3次阻査トレンチ配置図
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面をM代する/j法（人）Jによる餅1(1i

依形）で迅fi'4. 俎物^ ↑を節，＆しt・

Jよ+:f.J.;,}としてはfl地11.(/)谷部を

r和ヽては、次のようい認められた

lM水lllf~I. 、 2 >;11,:~I:. 3 •.•JU,1出

色：I:>.:} (ill物U含h~,l、,I~-~ 淡出色

t:)(1 ont勿包含~1 ) 、 5~1地' " とな

・ってし、る。H1につt、・c:よJO物がti!.

かで．辺構はほとんど,IMげu・c検

/IIされた

u地f.{Q)、..,ftとしては l~IJ・ll

トレンチ (,II7箇所）をh賞し、閲

介:,-..)flめた その鮎火、I・IIトレ

ン-f. で ヒ ッ l・や包含~1(.-検Illし. !i 

トレンチにて包含Mを検/l'sした 包

含>.'1は l ヽずれも決出色 I漫:~りで、 ‘知f:_

1店が包介されてしヽた よた、 11 •史

川lfl','路の間1(0・c-11'0~I m の I~や

焼 I・.か検Ii¥され.1JVI・. I: 岱も採出さ

れた。1及びHI.-ンチは 1½1JIりll1rri

からの流Lが1•1< Jfrり'lしてし 、た よ
た2トレンチは谷(/),,, 央部にあた

り、 iUt~汁がJ11Mしてお I) 、 .o •,'•?. 

迅t~は検Ill されなかった． この結~­

北東l••I~のr('.りH.及ひf,d辺の企Iffiiに



m I 1-:"c I悶代にtる経綽と駐遠

迅跡が広がることがf想されたが谷の中央部にまで追構等は及ばなし、ものと考えられた

C地liO)Jtfiとしては7~l()トレンチ rn・1箇所）を配骰して潤丘を進めた 7トレンチは谷祁にあ

たり、打1砂とシルトが堆栢し、辺柑 ． 辿物は確認されなかった ， 8 トレンチでぱ斜lfii巾央部にて, ~屈跡

ゃl澳賣万が検出され、弥1tIゴ．器も多く発兄された 9 I、レンチはti~根の凸部に位i1'i'.し、削'l"-が笞しか

ったが．南斜dri部にて淡褐色 t~(J)包含~1が確，設された 10 トレンチでは 1。レンチ J-.部から中央部まで

に淡褐色 I;~の包含けがあり、 F力は私斜I面で迅梢等は確認されなかった

C地Iえは,ti利きり）斜llllで、冬Ill)は特に温かく生活しやすかったものと思われ、［［居跡や上限守の氾構

が多く {'{-(£する

D地区の.iぽとしては12-20 トレンチ (,ii·9 箇所）を v~板と派生するIii:根及び谷部に設定し、 J1(j

を進めた。 t.l(根の16 トレンチでは段状叫構、 17 トレンチでは淡出色上陪(J)包含~ - 18トレンチではヒ

ットおよび包含吊を検/tiした_19 トレンチでは尾根が1央く、辺構や包含~'1は杖かなかった。 派生する ii

根の15トレンチでは殿状氾構が検Illされた 20 I、レンチでは淡褐色ヒ焙は品められたものの、迫物は発

兄されなかった 谷部では今回の全面濁牡地IX_と良く 似た地形で、堆ft1K1も同様である.13トレンチで

はビットとII糾り色及び淡褐色上Mの包含Mが確品された 14トレンチではトレンチ酉平分で暗出色及び

淡褐色日約の包合府が確認されたが東半分ではペースが人さく浴ち込み、俎構等は検出されなかった＾

［）地,;(.-の位骰する厄根や谷部の状況はA地区と地形や迅跡のあり}Jも似ている、よって主「¢根につい

ては18-19トレンチ付近まで、谷部は14トレンチ付近まで迅跡が1J;..がると判斬した、

確品ぶ代の結采｀全面ぶ代地rx:のA地区のみでなく B-D地区固辺の複雑な地形の部分においても迫

跡の1公がりがf.lJUnした 発兄された泊構 ・追物のほとんどが弥生時代後期のものである 今後の全1紺閑

介(J)、必嗅範囲が13.000mにおよぶため、今i裟・0),}1rtについて,l,:11り公団と県教姿は早るに協議し、次り消［

印りに，↓り付を行fすぺく準備した，

第4節 第4次調査

（氾跡，―~ti.番乃：930025) 

J.1-(f機lij 兵J~連し教it委U会 JiP. 蔵文化財，~Hf.'l'f~所

,i~lt.U 

補1リ,u
,)れ粍第2班 f.ft 深JtI IJj Jt ,1i、技術戦U 1L1 I::. 雅払．松l淵T・Tf

小束憲J~I

'h務U等

品負菜h

洪1'f.1Ull/11

正ri)£~子、神m恵 f、飢ITI'/3~f

栢晶建設株式会社

1993年（平成5年） 5 H 7 H-12H22 

LI 

本州11叩l連絡近路佳れに先trつ分（叫1社でf/ii・紺り

旧跡の(l'(t:が明らかとなり、平成4年I的こ第2次ぶl

l't (A地区）が実施されたn しかし．この全血}'jft 

によって追跡が周圃の隣按地にも広がることが判Iり1

-5-

第6図第4次調査作業風摂



~111! ~ ・1次,.¥1fi 

明石 貝子 垂水

第7図塩壺西遺訪からの眺望

したため、 fli( 年度に店板J也(/)確認閾ft も介わせて-~極した この粕央、狛楼部分 (!A1:i次JHtの8・

C · O(i<) につ t ヽても、 1~:11 II¥代を中心とする1!!洛旧跡が({{Iする..:.とが判Ill]した．このため人州11りIti 

述紹tf~公!・tiと協.nu>1、l11J公1ヽりのII漬い--2:tて兵駈じ，し1J..f(委日会坪祓文化111滋(t・11fり,<rが、 '1'1凡）ff./!! 

に第3次出代をJ!hとすることとな）た なお.",m範[ff!はB・C・DIべの3地I,<.と思われたが、 D(i<U)
北側にさらに旧跡が,1、力いてtヽ る-とが1-lflり（したため、 D拡'ii,区についても!Jtせて、l1ftをfrってtヽる

.~,ffは 1⑲3{1、('F-JN., 5 ff:)~i J J 7 11 ~ ll I l 2211叫りml火施し、関釦flih1は13.008mである ，,;¥''代はB

- n-c • nJ虹l,(,tの 0で正めた (Uし、；↓1ftの C利を短船する介め、 8! 也Iiとl)地区、 1)地I'/..とじ地

lが．．のT.柑は·~直しながら.0拡りld<.1-切ヽてはC地Ix.と 1,~間に実施して＼ヽる

,l1 ffに際しては尤-↓追人~Iiの節保を frl 、. A地ll(O)南端にOHii't場・什・必小kl.休想11Jr(/) ,ii li"l山l'fiを

設けた これらは斤抜r.と＼ヽう地形からr,1: の辺成

を行わなけれは確保できなかった

また、滋代地(/.内についても介1爪j;';{)(J>~I木や竹依

の伐採~;↑ :Lから初め. •li澤による ~1..ftl ぎを (i ') て、

包含Mゃ氾橘面の検出を行 った ll! し. ;~•.{tf1i1のた

め糾面は直様の足局が砥保Ill来な 1ヽ ことから．滋((

kti: J.. って作業路を確保しながら、 1{1i検111を行わ

なければならなか・った

iji_提rよる面検11'.終了後、人）Jによ っ て~,聞IJを1i

—._...... · 一.-~~. ~-ゞ "';・
~)•__ . . .. 心、9, ＂． ・......、

~ t_'___,__. ヘ/;;.:合~~<~
; 、.、~--.-•• ・
ゞ戸ヽ，．一".~―.・ 

、・_;:噌` ・-・--:._・._.. ．ぐ•• 一-• ....::t:. か""c'.—丸呼藝
肩
Iii! 

第 8図復元住居絹立風景
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れI,,¥ ,l'I 介にヤる＂緯と,~沿

須 神戸 阪神 大飯

し、追IIれを検mした 人）JIili削に際しては各沈分の連峠した U:111/irfn~確保することと．各,1¥U)趾l'illrllf.r

を把!'1!する11it'-Jから.M本かのトレンチを先trして設：tt.: 

迅構即II後、"'/貞撮彬 ・旧開知1111なとを行 lヽ 迎跡の記ur.い(t.につとめた。また. .il'l~ 全f,f,.につし、ては

各地I<ことに航俎!I国を実施するとともに、 1-.令から万収船U玲 'i. .Iた。似りl氾格<Ifい・i樹影につlヽて

は辿w.船影川の足J.q~:J'H't して <r って t ヽる

この他、 llV卜の if('災忙を広く >;r1ってもらう II的から現地ての況I引会を')~施した 11Jl23[Jに現地説明

会（ 船f/,J)、l1)12511に淡路flTtL f i径小学校の生徒対父の況地況11)1会.12JI 111 lには淡踏文化会館I・.llli 

(/)快路 i( (tit{七ミ ナーの-~地品演をIJり催してl'る

-7-



~;. 泊 ~JlJlfj"又

第5節整理作業

m 1.mt~ は、 28fコンテナに85箱分(/)I器と鉄浩

および以}~品があった これらの氾物の照理につい

てはだ掘，l~ftに -l.Hr して 'J3l地 •J~務所で I:器のt先浄

を ,r~始することから始めてし、る f成6りガとは、 J: 

器(/)ネー ミングを(<t'l:分館にて'.Ji施した.L器の接

合・袖強につtヽク（は、 'l'・I成7年肛に行なっている

また. 1: 出・$?;~ともK測 ・ 'l1'.~~11t,影 .I・レースに

ついては．平成 8 り疫に-~施した 鉄器及び鉄製品

については、 'I'成 7ff役にruf処刑を実施した。

:]., 

「

I

-

'

ヽ

一ヽ第9図整理作業瓜景

I . 平成6年度の整理作業

叩Pjq11'1'10tl f.41'Jl i~&HE !ff 必瀬一滋

棺Pillk l.f,r咄.-,(t,l M化技術ll 西保X月1代

2. 平成7年度の整理11戌菜

~Jll!~ll'1'1l'10 祁坪代及班 Ht 心瀬."' 

t~Plt技術咄，;U-l l:fl技術U 小川'JJ;,さ．洒井；i~f 

企:~IりH術n re: 蛤比仕（＾、岡崎鐸f、横山麻r

図化技術U 111m明美、祉― 幾十、鈴＊まき f

(•;(j 化 h肛叫~M,in 牙椋IJlJ,、dt.I*原聡美

11 々 ¼11.Jll lliUJ 名rn純 f、森flu'[f、一iifirll起f、佐池亜ぷ

保（（処Jり！りいmu t'~t1H, 及JJ[ l:-ft 加山千恵r
炉FFLL技術1WH~ 企{thj技術μ f!llll /J佐―Y-

3. 平成 8 年度の別~JfJ!作業

屯U叫ll''iら~ll 整JlTIi1~ 及班 t: ff, 111起11,'l光

~I'll技術咄d(U HE技術U 松本 II倍，~~比firf 

図化技術U 佐((I純 f

,-~ 化h圃j技術U 岡Ill又他

II 々 ¼'il:m戟U 森111 泉

-8-



~'.!~ 辺）JQl,t 

第2章遺跡の環境

兵J.ll限の人州開と厖れて、涌Ii内洵紺人•のl」．淡路品は東は人阪灼、西は播1r1隕、 ,tiは太平汁’に 1(ri し

てlヽる 島の.Itはl'J{ j海飲、火は紀淡海峡.I甘西はnDl"I海峡に隔てられており、 l!Ol11Jif1j蚊は本州四国述

紐逍路はすでに粘ばれ、 ~Hiif1J貞史はIii] Iいh・で'~f>'; L•Jj: が進んでいる

淡fl'tJ;~は北端の淡路員l 松帆から 1ti<1> 1ti淡町iW~までは54km、山の洲,t.:,1i111nから1Ri溢の1'.li淡町泊幻ま

で~8血をはかる rfi1積は596knlあり.!,;.WMI・ の7.1%を山める 地形J也n的には,ti~tに人さく分かれる

北部は常粋.'i'tll(515nd ・加11(448m)などの山々が北東から,ti西に延びふF名山地を形成し、 'f・Y-f

は少な＼ヽ rtil湛は柏hi!1I I I !569 rn) ・よ籾材tll(608m) なとか人から西けi内じのびる~fltn材山地により

形成され、これらの況に ・Jif'l'・Yf・ 洲,t.:,VffO)沖M地が発達してlヽる

淡路島の地竹構正は北祁は閑1り 11地と 1,·,1様の領家m~府頂と低地をつめる神'i){1 わよび人阪!,•JflTより

形成されて l ヽる 。 また；：りりl1~H起させた所~"1が多く、 1995ff. I JI 1711に発'Lした兵庫貼,t1部地設によ

り悦起した野島浙府は(i名である 1t1部は,,,央椛追線の北側に1、'r?,'する直訊拙11地をq1心とし、 ,,,'F.代

I'I亜紀の和泉吊群(J)砂r:• rし'i','およびそれらO)W,:1からなる またu釦廊1:1,1,,即toll!のぶif野および洲
本't"野に核する部分はnrr・カ溌逹してtヽる

淡r:,島北部は.,,.野が3炉 I地形条1・1から,,,妬の谷や沢にはため池が多く、それらはil1漑HIに利用されて
おり、 ifiJli'近くよで辿る地形にりDIiiiが発述している それに tれして ,,.,t祁が発注している,~氾は温瞑な

な（餃を反映して 詞ゃ .(. flか粒けられて lヽる

第10図 淡路島周辺の活困屈及び埋谷面図
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I まるやま氾跡 Hl名郡汰路IIH'!k! 縄文-~'!=.·中lit り討~N-li

s WC:~M- 祁名郡淡V'i¥lllff出！ 弥'I. ,r~ 池竹瓜洛
6 '('J足城跡 ii• 名屈淡路町nM 近((J_ 城餡跡

7 ナキリ迅閉 l r f, 郡淡路町nk, 縄文 It済路
8 給!11.ii'l粉 iド名郡淡路町沿吊 縄文 岱招跡

リ闘111).ll跡 i~ 名f,fi淡路町む杞 縄文 欣(fiJ也
10 紗迎I出迅跡 iド名郡淡路lllfi'ti:t; 純文 %冶跡

II t'/(追跡 il't. 郡淡路町，n屈 ~--1: n'(.fti地
12 サ七プ逍跡 沖名郡淡化町,':k! 弥11: IY< Iii地
13 liUJ;!,}~ 創it-n l ~}J-(1 ii'名郡深路町rt屈 古JO 叫0
M 11の'11k:,1,J(l2'.}t/'l ii'名郡淡路lllf't出 r1,Jt'¥ 占,a
15 tt:i..j.: ト:1+11跡 fl! 名郡東捕町楠人 縄文・弥’ト・中1り 岱倍‘跡
16伯411.S.人n跡 ii! 名郡束捕町紬本 ,1,ic, 製出追跡

17 •n1 I俎跡 ii' 名in速iifiJ!Thl-i~ 1%'I・ n'< (J」・地
18 平H迫跡 i l11'.」郡東~[j町伯ぷ 弥'1-. - ~n IT< 1Ji地
19 栢ノ木辺＂外 Ht名郡東油町~Ii 巾111 Jt箔紛
w aom跡 il1名郡東油町illi 糀文～巾tit ~-冶跡
21 今11¥lllll'I跡 ii'名郡 •U~liJlf久rn麻 弥'k 岱係跡

22 k坂過跡 mr,1:1111籍1渭［久留麻 仇、'I-: ,m也忙船倍
:!3 1r免影迅糾 if! 名郡束涌町久侑麻 弥'L 心・地付：瓜沿

2•1 f・ 本俎跡 ill名郡東袖町久m麻 弥,,, 心地忙兒括

25 和11迫跡 iド名郡東柑厚f(11l1 弥生 託1也忙船俗
26 It:. ヶ岡辺趾 沖名郡東油開fl'1111 弥生 必地竹：岱浴

27 「1山真Lll14 沖名郡束捕町(1111 弥牛・rl1Ill 低，i¥跡
28~j(ll'.I淋 沖名郡東nn•ri'111, りか'l:.,111ft 島箱跡

ぷ Sl\~111迅跡 if! 名郡北淡員m島ff*-1 弥'、L:・中II! りHK『A
30 rt心n沿 fl\名nri北淡町1f島 •J<林 縄文・小lit 散化）也

:n ct船神tUl'I淋 it1 r, mi北淡町野島J.:111 弥-~-奈R 製匹跡

32 舟木泣跡 ill名郡,lti炎胃1月4、 弥'lo ｛る1也性!~裕
33 及・池過跡 i i• 名 Cl>~t淡町舟木 弥'I'. 散伯J也
34 iMl: 俎,,,. il1名郡北淡町小田 弥牛 散1fJJ也
35 将院氾跡 ill名郡lti炎,r小111 、打、9ト・中llt 心地忙IJ'l領
36 上の[JIii也氾跳 i ll 名m;~ti炎町I ·Jl· 弥牛． 散h地
37 」ーの丸Uf): 19JG,h Jり）丸 弥11・ 散伯池

祁 5守fl台辺跳 ~11,; ,,, 乖*',enu台 9灼--~ 散布地

39 投ヶ上M/ttt地 神,• rli亜水l)(_J$(坂 弥生 算iJ/1¥1.地
40 J.:.~1l1遵勘 神戸 rli亜水1~.I町1:-1> (- lnG笛-,!;.l(l リ＄沼跡

41 !l!Ulil'I跡 ~11い rh 帷水L"i.11li1号(- 弥牛 散イμ地

42 算 fil!li>r谷俎跡 神I'rliifi'水,J(."(-取 弥'I:. 屈J也性ぃ沼
43 冥f浜辺跡 ~l•r--1 rfi韮水区東鍔(町 縄文・占珀 散(fiJ也.1(1硲
“小·,:'~,,内1 神戸rli咽水rx:n色1J1 占tn 古·~
45 Ji色塚,'jJtl Plり_.,,,韮水[,(Ii色山 占泊 古Jll
,tfi I[水.[[(,,]遵跡 ~Iり万Ii軍水I>(II1,,11 J 11他 縄文-•pflt 散布地・ !t{甜蹄

47 戌川辺跡 神9りIi須001天i町須1:1 Ill行器～純文 散釦J也
48 鉢fRLlt心判 神,;,I濱ml£i!!i須灼 l!Jii器～弥牛 散1uJ也
49 大f-町迅跡 神l りじ須,m~kf町 弥-~ ・ •I•[It 瓜活跡

50 kill員l遵跡 ~llf I 11濱(Iじl.>1.kffllll「fl!! 依良～巾也 岱沼跡

51 戎町氾耕 ~11「i 「ti須！”区戎町 哨、'J: 船沿跡・水1:11

52 松Jfil'I跡 神戸rl濱um,<:、'f山町他 1名'l' -占J~ ll£{fi跡

第11図 明石海峡をめぐる主要遺跳地図及び一覧表
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旧跡(/)所 (I-する淡路町は淡路島1.~~u:んに位沢し、北は叩fi洵妖、東ば人Pt愕、西は椙fffi'il I: rf1iする =.

Iiをiiりにl(IJし、 1tiから延びるdt名山地が／比It沿(/)flTl{ii紺蚊までj(J}ー(tヽる＂淡路町の大阪舟よI)の1hは

束itli町.f, 釈lfi俎より(/)枷よ.It淡lllfがあり、 tヽづれも北淡路のii'f,111地の§お辺に小規校な'I'・地が｝ムがる,'r.

地条f'tドにある

北淡v:~11>心跨：ょ内は播窮渭、北は1111 (j洵•·~、束は人P柑りをはさんで揺lfj· 摂ii!.河内・ fllり』地hに1fii

して＼ヽ る 出た考占百科は大規校なtlllSt*:J'.に作い埒J,11して tヽる
Ill 

II I<, r,;.;u.}代から縄文時代WllJiCl)i.1'.I~·としては淡v;i町府がに所(tする、まるやま違跡は本州1川111迂約辺

『h淡V:ifンク チェンシおよびft!-¥!パイパス敷地にまたガt)1991'I・1994 t卜に発掘され、 11・,f.尖叫硲な

との'i料が多数11¥Lしており.1,l{,i1り訣(})水位が卜がったウルムi/cIUlliり後の狩猟採見民0),い胡わかr,1ら

かにな・った，また1111fjif,J峡を屈（た,t4/j'(})IIJl(iili11り）しドでは19'.Hfj. (1名なIQl{ j人の化{jが発見されて＼ヽ

る。
121 

祉文PHtU>.i!)料としてはか淡路llf<'因 0)洵'j!部にナキリ i.m~があり畜縄文1i1fl引から晩関1までU)l:t, が

採Usされてし、る また、近は地には給l山研があり．縄文晩IDIの＇欠＇政 I・溢がば掛されてし、る そ(/)他、

I叩：lりに府屈<1>1IJ1l1にある(il¥flll迅％からは I:峡1'➔から縄文即",,,(位）！応が発見されたc その校、近拷

する砂連Ir,,i!'.t跡の発~lliがfrなわれ、縄文i会 LTLL中虻の迅物が/1\1·. してしも その他北淡町ff浪ヤ<l>tiil;l't糾

では1965りに縄X.L,1期から晩IPはでO)jり物がq,学校illii'~ll、}に 11\ 1 :し、北淡f.iでの t:I校な縄文:Alfかになっ

ている。 よた如filllf油ては1991· ,~,がl・・に人州四l}J述紹迅詑 !~!illl (ンクー-fェンジヘのアクヤ人近路 f，

•,i: 地でfill氾紛が発掘された"flJl心％はtlll匁l爪 ,i潤1木から小lltよでの俎構迅物があり、 {.1に縄幻叫l巾

伎(/),. 閤がj1心とした迫1昇追物はft/.~( 、 .dl物はコンテナで約900箱J')、 I.におよび、和j,ii. をftl.l.する姐

“ 跡である 11/IL瀾峡対岸の神I; iii•Ir小J,(Q) I阻水111;,1辺％ではアカ；,. ャ •/.;:ti必下~aの縄文tiif間の波打ち院

と月・えられる低地が発掘さt・ そこでは多数(/)人や動物の足料がだ見され、-~地竹堆積物から 'iP¥O>'L

i,~J';t~Q)復,~に役ヽ tっている

り午'I・時代0)氾跡としては淡i紅J<l) 1'叫のサ七ブ迅跡があり、 II I lf(/C根 l・iこ、r.地することから＇凶地 11・1.r:

沼と.,えられて＼ヽる この地械Cは地形条f1・から平野部が少なく）JI.Iだがr1JUIJするりな牛旧跡もなか）た

しかし本川mりIH辿絡近路の発ru,~れでlり）{ iii,;~, を見おろすII JillやIc; 根祁分に~~'LP }代, ,, 191~、°から 1幻01~~

l:.l'Iの凶j也忙りぶ・aが多数発見されてヽI.:。
決ftlllflりでの弥牛P:t代の閥地t1u然としては本迫跨をはじめ多く0>辺跡が淡路インク ー・,.I. ンノやむ

、91
裕パイハス近路建，役に什ぅて発掘された＾ 塩•，柏束退跡は本;.rJ~v> 1-:rc: 根 Lの北に接しており、 i名り11.,.~ 

1101 
の）m,・, 旧物がll'rI: した .. また t~1t':~火俎跡の北に隣接する塩泊t旧跡は本』跡とltilじti;;根 1 にあり I~り11名,r
の！」滋が1f掘されなこれらの辺判はIiいに桜して＼ヽることや．ほぼl11IILJI引の追跡であることからl11J・

11~ の 11[(た11がf.'St 、 e またインク ー チ,:ンノの南西百りの,W~il'l跨では後削il~'f',.O)包含Mが発掘された

d' 約1 地の西 Ifに 1咋？する北袂lllfの心地什如合は．ほ島屹似1~史による発掘滋代で令itがl咀lしつつ

あるJlt-t-Al~i1-があり、後JfJ~'I・・から lEr1; Iii tiり）の大見沿が発見されt・Jその他おぎわら氾跡ではt枚J9Jj妥

平の出治が（｛｛［するほか．多数の枯地竹恥・かが{,(!. する 人~mに1f1iする東illi町の益地t'I~治としては
4U 

禿111・It'.ヶI/GI迅跡があ11、i妥IYlf妥lrJ>1t治が発掘された 人訳切~~/む k取氾蹄ては餃期のf I.~!: II.ff. など

がII¥I. した .It淡路では・'1-'r町や IL色町の部、 I ll名町におt ヽても 'l'·!J!f部に位訟する氾跡べ—f.~J也11 I~ 、吝

がr111りlしつつあある

占J,~JI \'しの心籾：二社である占J(iと』i沿·'~.f初佑氾跡に分けられるが淡路町ではW吊の1が根 I:に（、'1,ii'tする

-12-



~ ~i~ 心~(l)m,~

{j(J)~ 仕糾jJ(lがあげられる相度で、 ifI ill}代のH渋油rJ)H/.t 、水lllllil発施沿に J~づさ、近litn蚊墳され

てしよ・-,/.:,り1が小なくとも(t(_l_することが考えられる

'I消;•Jl!r介としては北淡Pllff{J'f·トトで製塩氾跡のn船神社氾跡が発掘され. 11itNPH~ から ~'tJ・↓叫代(I) { I 
"駕I

糾り22),t:が111I・. し. ~jP~ の9団ドUJl'1跡としてはfN!な汀料を祉供した ， またm加l)i~ll l迅％でもな良II.\ (~
1,, 

の,~出I:沿が人：，tに{11・1:している このほか•Unn•rの情本塩人迅跡および付近のif1Ji!i',沿wおi,・cも名故

(})迅料QJ({ (lが,,,らかになっている これらの出づ<11の様(-をi;!}Jjは沿くは「求ぬ人を松飢の111iO)夕汐

に位＜ぺ＇料・りの Jtもこかれつつ と新，ti今利歌化によんで＇. るヽ

'"'' 4浪 P'tlU界fの追％に"':)¥ヽ てはM出旧跡以外ではわずかに東111i町のffllID跡でun文がはし、った I:師；岱や
(?I 

'l'・'tD.¥ fl: 1、から鎌介叶代mvaのなとの追構迅物がll'.上してしヽる程IQ'である またlul町の1/.もノ 人迅iがで111i

姐I:辻物跨なと(/)~構が検/1¥されてはいるも(I)(/)、低'&の全容が把糾でさるt"t料はなし ，^

以 I:一、北淡訟しド州1'4111連絡近路と＼ヽう人規校なIIり発・Jり裳でようやく氾跡(/)火態かあさらかになりつ

つある地域であり．人さな'I'・野部をt.yたな しヽ ものの、 古代以米の女通の吸祉jであ..,、t.:IIJJ f I i~j妖をはさむ

地械は今悛ともil'.,Q: しなけれぱ＼ヽけなしヽ迫跡が多数(f.化する

（参考文献l

• 神Iii'Jrf副 11\~tt センク ー 「 1~1,1し県人 (' f1 111u,」198.1

. (りJIIII ,i..J也r,枯肌Wl.lfiU会紺 fl~hlil1,l」,flJJllll-+:l也r,k.lit典J19郎

(lt) 

(I) ,i,+111141 tl,l! 絡辺,~淡路インダ f-... ンジお上びni.せヽ'fI、ス仕 て 1992·1991'1'に l~Wf,1f{# fiU会に上I)

叫fcさ11f. iltNが（ある.ktll地点で；illlli硲l,j代及び渇文l.:,f¥'JJJ珀ii)(i~ 訂がII¥t. し．『m,地点では外't:IH¥:C:》Z
物. HJI.!!!'.•. カ・らは縄文',' If几ごろUHl~人耳帥tJ+i:mベングントカ出 Lしてtヽる

(l) {1fft1りLtn.11;• 汲格島のn跡』 憫文H代のゆjijI遁9巧占＂究会 1979.11 
< :i, ,1u1u; り2 rimmi:w i ffot nャftのF、''"」 F、比ふ',lilt究-;,1979 11 
(,() i文r;111r11.t1r,,,u会．り:,ttr:u .. となりfl!名郡町H会が確認潤代を実厖し縄文'H¥.f;(Iりの 1・嶋ゃ辺杓'cl;t~" ": rrnaされ

た

([,)沢rri1111d{1<1t1会が渭(fti• となり；f¥r,m;11「H会が令1fi叫tfiを辺蓬し縄tPヤ代後191のI:塙や遺t'iJ'.!l;洲が1rni1され

>. -~. 
（い IPIN,11'/.

(i > ,t.~U"llll沖t.勺11(.\の？揖，·11 ぐr:こ.::t). 梵捕~(i.され....文~IOli'x1'-の 愈'tK,.t・11,(J"、'1111I ,, ・II式をq,心k人

fJ,Q).i!'J~ が1りl'L."iP¥IVIの1-7.;旧't・に ，欠かせなI•、~jflがIllI: した 1991¥. :1 JI i1J ;•; .'I l1fir J'• 定である．

(!,)神,'•li1J.flHl会＃水・ll1i,Jilf4JI幽 .3

(!l I lが91'トに氏1i1t•.i.t,f1'i-l』会によりだ制され．炉l・伐渭J~lの氾構迅1かがIll I: した

(Joi) ]!)9:; りにい氾•.rarnu会により兒拙され、知I i妥 IOli迄 mのtn•:跡り仲などを充掘した．

(1 I,) 1!191年に l~J.li,,'.(.げmu;~,- よ t)釦Id され．弥't-"I姐Ohiilfの辺1l/JがIlllした

(l:.!I .lti"kllTrlff ふ tl 会 l ilt~氾Fl!, l況14.3 

(l.ll I憚がI,(:I遁f~↓ f£fl~U~ により梵掘され．併-'I·i免 IOW)fH•;跡などの迅団が梵趾され.l11Jl.flflrJ),Q1)1が11¥tl。た．

(l 1) 1屯炉I'1.:W•l1:t!,\ f{fi fi~l会によ I) 梵催され、弥'J-.餃lUJ後＇ドの tm跡10快などの心構がだ厖され.il1勺も多 t~IllI. し

た．
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1151 I田3(「I―屯:,u•r t.frが1会により兒糾され.-r-r-'t: 怜IOIの"し•lf外などが t,t:/1\ された

116) 11i~;i;•rで税(1・e'\..:!されて＼ヽ ろ哨 ・flJ,';Jl1である :!lM>横i(』¥:(I中J⑬ W(fし．「ti、ド：＇！紀、 11沿“`リ：1HりすなIり

人の'iH灼＊（あよのおさい:!)t.¥と仏えられてtヽる．

I 17) l!l'J2年から四5ffll>I門に北ii町1art:11会や反紳'f、U{fft:ll会がffll:iL. l田がIf; ふけ(IU¥ (¥:IJ》fif!I(い(/)~'"炉が

:!2J,I, 発“された

(1 R) 19!11 年1:.:r,;~e,•,f{fr kUかり'I:~暉料置ft::.:て ~~im爬I)+/!出 l・r.,がi:,ヽにだ船されI・ l~IM\1{ffがU会 'l~Hi.

, i. 1:i屯迅~.Jilt副＇』::il2阿 I ~~塩 9今I I四 fJ'-:lll

()!)) 197゚q:;こ兌見され、 197が1 には場tりU りI~で兌柑i』r,され、•;~ntt,... mい'11UI: 沿が梵りヽ さ11I; ら li,JoltMfd, l}ll 

会 r~Jii..v.~,,~r.t1跨(t柑；•;れ2胃J 製J;.illt~I I切3り・:lII 

(20) r-; ~ がりしる＂製され t.・I:帥石＂などが IllI・'-1・ ことから.rr~ 祁JI.り,n与が近白地に (({tする"'かも I.JIれ le し‘ •

(211 l!J'Jが「に兵~•.11{frt:n会によ I) ftllS閲代され．、1c•1.t;1!, 代 f.~ •I• tlJIIJVitll>.il1~:$ji'J1りかIllIした．
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第3章 逍 構

第1節 A地1メ

．＼地[,(・(J),iHtは、 2.9:t<Jmにつtヽて行った 中央に谷地形を介む2つの/Ci根を部分をJ.1ff.I-<とした

Al也l£1ti隕V>l~b↓ I・ で：ふ ~-'k時代後旧のfll,叶r,1-2棟 (SIiI・Sll2)の他．数）＆の I:塙 .f¥t状迅格を

検Illした いずれもjfjUのI印井によってKきく l'fljf.されて＼ヽ た17)('-. ,1,: 火の規殷なとはイ~1q1てある

.¥地1-<111如ロは谷地形にな＞ており｀ ,-/jの,~糾部分から汝れ治ちf・と忠われる上器,・,・が多数船I¥さ

れた これらの迅杓を含む氾杓包含府は2;;うに分けるこ r がでキたが、しヽづれのし1からも弥’げ、1 代後:l~ I

の I・.店が/flI: している。こ(/)谷部ではm裕1&iも検/JIできた I MiO~rfoでは I:~(SKllO) からUさ 13.4四

0)以媒 (Pl)がII¥I・. した ，また H1氾惰面からもKさ8.8,,nr/)j,1.. 浪 (I-'2)がIllI: してし、る

1 . 竪＇八:,t/,1; 跡

SHl (l"<lill~9) 

訟l[~に位~1 し、 l:l C: 恨(/)'だ沿部にす地する 襟忙；は61m 1lirt立てある fl: し,;跡はfl)形でu'Cif5.4m （検

＂＇,而 ）をはかる。りiくは小規1111な状況で7筒,,rr険IllされたがSH2と(J)UJ t) が 1があるため l~柱/(がM本に

より県成されていたのかは小Ill]である しかし）IJ! 上の様（から、少なくとも l疫は','!.てHえが行われt・

よう（ある • l,'J収溝は． ~rnぇ前の住居に It うと思われるものが、 IU~~の東側l及びl附肩で検II¥でき

た．中央 l:Jfiは検/I¥面でl<if2.5m、知i居I.Smをatるか、 fli叶建てげふiiiか校か、どちらに{1・うものか．

定かでない ヽ1-flV>Hl~ii 、 SH2によって~11,r, をうけて¥Iる．

SH2 (1-xf~ft fl) 

Q211が ·'1'1.ii'L し、 l:l'c'.~↓ (})突沿部に：l地する

前後である

rfliQ> t-めIiり沿して lヽ ると牙えられる

ヽ111 とほぼh•成 FJであることから.11'直 5.5m1Jif後の 1' 1 11·~と

考えられる

SHlU>西にVJり合っており、さらに1町開は谷.;::1

IWヽ（となるものは検出されず全体が後111.

rJ)U/1-によ って．人さく削'l'されており、.,,細はイ,UJJである

2 ． I湛＆

SK 1 0 4 

0221,<,Q) 谷中央の東.~りに位ii'(する

る

色•ン）I, ト'(¥り）即 I:には多litの木炭和を含む

イヽr.Jであるが、

11.f.'SはHim

ft店蹄の検Ill規校は

I:~ 迅榊面に屈す

艮it3.!lm以 I.知if2.0rn、(/)イ遭を形0>-1¥tlりかたをぷす

ki~o) も(})である 。 検lf\1fiiから深さ0.3Sm をはかる 黒出

迫構の付格は

人:J;!l/lJな状態から辿常の生活で使Illされる
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第12図 A地区位置図
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l:f',:! 節 llltl!I~ 

SK I O 7 <1-<f脱10)

0241,((I)谷1l11hに位沢する。 l:lw氾枯wiに“し、平面は長if.40cm.~Ht35cmQ)桁flf形で、検出1i1iから

Hit 11V>~: さをはかる この I・咲からは。弥'r-肪,~後IDH女T・に屈する喪のIt¥:部 (l)が、{};.-せられた状態

で検I'¥された 胴部やII• ふ祁はIJ.とめられず性格はイ澗1である

SK I I O (l,<f収10)

N2lf,<'1>谷部I•央の U雑氾rftiに屈し、 w紐Sm.知往I.Smの平面tfil引形の上堀で．深さ0.5mである
1:J賣内からは L沿位）/1\1・・ばなかったが k~J)tJ..鏃 (Fl)が出i;したが、故!J:にJ堪納されたかとうかは小

lり1である 9
9
1
.
 

第2節 B地区

A地j,<リ） v~ 隕Iー似浪する地I-< で、 m~介の西端にI、J.irlし、 1il'fi4t而ft1は4,J90m・である B地I.(は「6根r/)J(i 

l ぶか ら n1r11 、 J文ひ谷bxl~かけて11;がる ,c; 柑船は10~20m1前後と細く. ?'Inn は-~•.仰糾であろ Jt!!I>< <I> 

視i人は全体が小規,~な棚Illfrりめられ.~· 晶約に沿ったu細し、水llJが..1/tl;(を狛ってしヽる
le'. 恨I:は1呵,l°~(j5m 、谷~-~-で円閥50m. ,:'~f1C>:'..15m を隕る l:M堆れはf(;恨上およひ料rfiiではP.l:P1Lト

が地111ないし地1(1(1)風化した 1砂である 谷l1¥:Q)堆柏はIr!,根上から汝出した 1:砂およひ水nHHf1なで I:

頃化した I・.砂））ぢ引1に堆Mする よた、谷筋に沿って,TI水などの没透が行しい場所では粘 UlO)砂r/)Jff

ft'l/)1,,;Jめられた ft M<から谷2渾i卜:t'~~ ではさらにド屈と呼ぺる部分に!-tU.U色の I:砂（砂和油じI))の堆

fl~ が品められ、旧物の大1':ヵ'IIU-.して lヽる

検11¥Al格にrtl'W、叫1/4・l:J費・ピット状迅格なとがある .iO I知）大キはl..:i:'.の谷りrからi畑iド"1'・で~~

Illされた おそらく水11 1応成に It•') て多く )ヽ.ti')!j; が削fされたと思われるが、検II¥できた旧格はf-うじ

て似J力を免れたものと！＆われる0

/IU:ill11'Jは•.i,1.~U:沿が人↑で壺 ・安の他、 ミニチュア K益の壺 (25)や1+.(26)も含まれiELJされる

この他、近lい辺物Q);J;j釜（お）も/IU:している

l~U• :ti if1iは急fillで水Illは I・.I; からU)籍f,Hや地1J」を削り、 1riiJjに押し1ムげて形成して lヽる 水1110)

砧9戊~l:"JJfWlは l'lいが．それ以tiiJ 、--:>まり近現代以前の町節な包含培は地1l1 p'(上に沿分的に観衣され

た1..:ltfまる.;J;. た．人寸の I:ぷのII'.I. は谷底の水111盛J:の•~tからのものである

le'. 即IiI・. 部は水Ill~成によ ヽ.>て削 'I~カ・人さ<irわれ．北火隅部分には水Ill面積を1広げるために人さく

'o:l 1: がなされていt・ 検/l¥ji'J格は*i辺部で焼I:をft・うSKIなとが検Illされたのみである 俎構Q) 大 1~

は水Illふ成1-11・・って戟墳されたと思．われる

約1 から谷駅近くでは比校(1\1 名くの氾~'Iが検m され．ややIYい包含Mが残っていた これは水111泊成

が L!tl:を-~I:けることがijI心であったことによるといわれる，

I . /~ID I. 及び斜1MI. 段の追構

B地I-<内OltCI)/―6根 1からな11(111:1'.iU)範lltle/J氾椙は水III辺成にfrう削'l'-0)もっとも行し＼ヽ部分である

険111.ztlllりはSKI (砂M-4りd1氾I) とSX3のみである

SK 1はle根o>i点辺i』で検11,した迅構である 削‘ドのため迅構東側は失われている 形状はイ、定咽．規
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校はJ¾さ2.0m會 1,ik. 船I.Omを隕る 坪 I:には焼1:が含まれるが辺物はft'Jてtヽなし、

S X :l (ほ状迫措） J 24て検II',された 西側(J)谷の令lwi,1, 代に位Viする MWりは、匂加糾であるが、人

i: 的にl~UI面の地Illを掘削し疇小規校なけん氾波している 規t-i::t船5.5mを鴻る fltし、西側谷IJ1{,Jは

-t-rn正成時の削平によって阪t'IJされ Ctヽ るため全容は不明である )i'.I物は検Illできなかったが.J嬰I:に

は炭か；仕I)、'l:it'ilil跡が占められた。

2. 西側谷底の 1:堀群

I 26・.J 28・27・26・K 29·28·1.291月辺は比較的J•/. tヽ 包含枡か堆積し、多数の L器・焼tが出 l:し

たが、下刈のペ ス伯iには I.~などの迅構がm•トして険出された J:. t..:、迅柑検出箇所は谷底を東に少

し uった部分、襟科56~62mlこ應11 する (J)がt.~徴的である R仙出m以卜のf'i.ilfi'からの.ii'tl柑 n物の検
mはほとんどない これは、下 /i(f)谷 •I•が常に洪水などの危検に晒されることから生活の場所として選

択できなかったためと考入られろ ただL、今同検,'I',した氾t;.;1よ人r的なものであることは疑¥Iがな lヽ

が．住屁を伴うかとうかはl:iJ計でさなし、ー ただし．少なくとも fl ~ •: Ji'Jlflll(/)水汲み場や、ゴミ捨Jり、ある

いは••I らかの生殺址であっ t·11ffJEM は 1分考えられる

！屎；:t SK 2・ ~ ・ •I·!i·Ii· 7 ·8·9·10·16·17のHJ.~が、ピット状の迅構1 · (iL28(x~pI・K 27lx. P 1・ 

1251-<. PIの31J; がある I: 屈位）~ill~はlil人(f)SK 8 で長さ l.2m 、糾115m を~\IfI). 小規VえなSKG (い小は

SK2たがトレンチのために令容はイJりI)で長さ0.7m、輻0.6mを狙る 'Iり(1i形状は小問のものに総して111形

が多く、大型のものには枷 'I形が多し、 また、）,,~ りのものは守屈腺に1.l:輪が・l'-li'/J向に掘削される仰1:..1がある會

J!J! I.If• からは少俎(/)J: 器 ・炭なとがti¥I: しており． 一部に焼 I・.を含むものも見られた L笞には完形

品がなく総じて細lヤが多い

この他. t. 塙群中のSK りのみは内部が砂Mて投われており他の I:~とやや辿をIJ~にしている 検出

~'-況から判断すると水lllの水げと JSA. られ、他のn柑とは
叶IOIが閃・なると忠われる

~L 北側斜面の上塙群

B地I;{の北側斜曲はIiI; 女の突沿「あたる '~l谷11面である

この突沿の,1,柑が小規悦な谷状地形を＇ ，孔しておI)• この谷

状地形を中心に丘駿O>H部から，冷<~含~-iが堆栢する 料

中には1硲が広い範[Iりで11¥:1:した。さらに亀谷札地形の中

段には I:玖・ヒット~);.iCl柑・ 11~ぶ:al~などの氾格がJt較的

よとまってll'rtしてtヽる

旧枯は I21・J 21・J 20・K 20区の範1,りに ',}~i して＼ヽる

l燐にはSK 11・12・13・11・150) o J!.,, が．ビット状迅構

にはJ201/4. PI・J 20(X P2・f 201メ1'10):I J,tが、段状辺枯

にはSX4がある

I: 壊の規校は最人:O>SK 11でl-<さ2.:-lm.船1.7mである

SK 12・SK 13などの小1加）も0)はJ・ばさ0.7~1.2m I前後てあ

る •fer日形1人はfTI形ないし tftl'I形を','.してtヽる ゜
●
●
'
』

ーヘ

2
/

第13図 B地区位置図
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即IIされた,rt1,'(Iれヽずれも lj~I) のよ＼ヽものではなしヽが、叫らかに人 r的なもので、 t\·F(f)'f:.泊IM:fも

.~ められた

第 3節 C地区

屈,:':,1/lt..tl料のrWIらから,ti火開に‘りたる 、;11(t面栢は3,596mーである A地l'i<とは]:I(机を挟んで悶接し．

I) 地I>< は !-:le根の北に隣接する。 ~ff.区の地形はじ尾糾の尾糾上及び東な1血に、~-地する 斜,~i部分は比

♦雑的~1~,i,,で．濁ftl前は等,.・5約に沿った開mとなってしヽた 渇在区の楼いは52.0-73.0mである

さらに.~1i.£i< の r11v,1には T尼根から谷償に小さく版り出す尾根（以下、小Id恨）があり、こ ())J C:根を

況にして迅1平の布内が'{~なる つまり．ヽlヽ1~根から南隕では住居跡をmめとして多く{/)辿t/4. 辿物が瓜
,,, するが、北東隕 Cは迅格・辺物の密度がli,i:りである

検Illでとた遵格：1~n,,1: ic1跡 ・ 上塙 ・ ヒ j 卜 ~J.:lt」肯 ・ 溝などがある 泊物も小'C:樹の南側の包含Kれと

中心にII¥I: して lヽる

l . 竪穴住居跡

C地lメで検Ill された~-j穴flぶ防はほぼ(JJ1:の形がわかるものが2槻形は削'I,:のためイ；llfjだが、防

穴IE{•}閉とかえられるものが 6 棟あり、合i「 8 棟である

SH 5 (t:(f~~ 11 l:J 

P27li< rぷ1,'fする 1氾根 lヽを通る'TI近の下で検出された氾構である 'H近のために削,y.され残{i、1人

況は比めて辿い fllし．かろうじて残った部分の検/I',状態から推測すると、 flj形(j ~I;グ）11ft乾竹がある。

(I」りのりQ({部の長さは約4.0mである また． 一部にf/JJ咽溝が残（｛し、H1'(は）占l.l!l祁の人叶ヽ合わせて6ヶ

所が品められた， しかし、 .l:H:/(O)r¥!9りを特定するまでには至ってし、な tヽ ，迅物も 1沿；tiや炭などl;I 

が/Ill してし\~

s H 6 (tximu I r・J 

1'271ぶこfi'l;i'ける SH 51111様. l~/C: 根 I:を通る里氾の卜で検mされた やはI).'I'近のために削'I'

され残｛｛状況はtiliめて悪い 俎枯は西側の大'f-を水山閲甲なとの開発のためr火っている 追柄の情辺

は東,ti隅と北東隅がコー-J-~kになることから }j形住居の,:q能性が考えられる 残｛｛祁の規校は!J:fl~J之

4.6m、知釉長1.8mをJlllる また、旧溝のq・,程に段足がよめられるがどのような代格のも(/)であるかは111

然としなし、 他に．り暉隅には I.哄が Il,;,.gめられた

SH 7 (t:4版12I.) 

叩 711(に位沢する S II 5・tiから出開に 段 fった局所に構売されたn満である。コーナーt,li分が
必められることからH形fH収Q)uif酎竹カ・考えられる 他の住居蹂とf.;J様に、合1面側に"1たる巾 ・東部分

の人'rを*"'の応成のために失っている また、 l.部の削平が存しく岐の残(i-,:·~は15~20cm1前後である

残（（部の規校は及輪3.4m,~I帖2.2mである この他．住居内からはH穴かIJJ検Illされたが、 IM繋滞は

必められなかった

S H 8 (t4lt'il:J) 

R261-<周辺に位it"'lする ~H iO)東側に n Fった場所に搭築された1t居である C地l丸11たの住し'i

-18-



rn :~r:t 11 構

としては/1!人(!)規校を{fしている な扉iI.O)ll,J圃から泊火した f・.砂によって坪まったと息われ、 I: 紗iよ

東 ・1ti・ 北の'{/jから西側l~直IFへfi,Jけてけ偵してし、f..: 'I勺(11プ.,ンは1り形のもので.u、のl,';JIII[にはIM
収；片をぶらせる 杜穴は人・小合わせて10カ所検illされ、中央には炭の人った円形の I:地を検II',した

また、::..Q> ui:. から東側の合1血/jj[,J!ゴHit水11'4が敷設されて＼ヽた ），',1咽溝が2項に巡って検lhでさたこ

とや、 Hi,・カリ''r!と小せに分類でと、それぞれの規段のもので j~~の、IPびがrn来ることから、 (Uヽ｝の批
11~ がhわれたと打えられる， fllし、柑、，；kをtれ、 I・.屈を建て什えるがfH惰沼は 1本を踏襲して tヽる 他に

はOlli板0)補，.mのために、 !II茂がll祁陪消に沿って数糾I.I.¥r. してわり、行徴的である

(lぶ跡の規校は以人df5.7m をi\1111) 、北夷―tH西力向にややJムが ）たような形~},をしてlヽる f I~•: の検

m状況はJ'.↓々fであるが、東開の • 邸が汝'},:.して lヽる ,1. 店の検11¥,:・的はほ沿61.0-6J.6mでJ,l涌jq),:・りさは悦
心i60.8m11i1~である 吠の検/IHll',tでのボさは蚊人:1:60cnである H穴は円形ないし1111'I形0)も(/)で大

'Wのものは11'flf.35-50cm11i1 後、小!\~Cf) ものはu'(if20~25an11if l妥を測る 深さは30-70UDtiil後と堀hのわ

りに深しヽものが多 tヽ ,,, 央の I・燦は111形で、 I燐店がやや東側に(IJd.>てlヽる 規校は1((i'f.l.Om.深さ

5訳mを測るも0)である

迫物は虔や杓｛形 l:製品、台Liなどがii¥I: した他．投弾のnf(紀竹のあi5rり和も/tiI: している。

SH 9 (M~t12 f) 

R281)(・1:.1辺にあり、 SH&の,ti内憫に、ケ地する コーナ一部分を(Iし、 l,',I収溝をf1'っているいること

から/j釈 u,:と与えられる しかし、現状地形はかなりな，，J合1,riiのため水l11の造成に(1'-って大さく削・v-
が行われt・::.とが f想される そして．この削平のために{14れよれI叩rnりの人・平を失t、,.. r細な構造はイヽ
11))である 。t((-部分での規枷む~illが•I.Om を柑IH) . 床血の仙さはK、(,:i60.2m1前後である tt'i(/よ検/1¥で

きなかったが、喰院には周唸沼がHかに，＆められた。住店0)け1側には(::.外 ・沼台が出 I.して lヽる

S H10 0 4 ~14 I> 

S27区に位i{iし. SH 8の lCえ卜し、ilけられた(t居であ

る 検II\状況ば比較的よ l ヽが、やはり、n,,n nPJを名11流')、•し

て＼ヽ る ,, 勺(11/jjf: 拉の住居で1辺3m lili後0)規,~1 と 考えられ

る，I!,ヤ際には部分的にJr'訊き溝が検Illされ.ti'/(も2基，＆め

られた 残(/部分での中の科さは-10-45t"llliiJ後とややftい

o:m, ぷ血Q)~(,~~は57.Smiiif後である u i'(は人・ヽ Jヽがあるが、
どちらもJttれ的汲l、もので、旧l/(かとうかは！引確にでき

ない fH• げ）東側には溝 (sU 2)がl('iり巻くように掘削

されて［ るヽ 溝0)規校は検1H艮約4.0m、..,,140~60叩前後のも

のである 制削{,~:ii.,t.から'1:1.'ifii女の耕水溝と与えられる

迫物は1+11咀叫のコーナー寄りに望2点が/Ill:した この

他、 {I.~•;とtll水溝との間に．七器が ・MIi¥1・. してtヽる

S H11 (I·~ 訳14fl 

S 24(:{1-1¥';jj'tしSII 13の谷1曲に隣松すろように作られた

辺構である コーナ一部分をuし、 l.'il収溝んもっため、小
型<IJIt(叶跡(/)11f能性がある 平面／ランはIi形であるが、

H: パが検Illされなかったためltl苔込はイ,IIJ]である 追堪の

―・19 -
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約6i隕はやはIJ沿大しており1-<.ill3.0m、W.iflh 1t,JQ> ijl校ぱ1111確にできなかった， l,t-.1iijU),•,'1,さは屈:°liGl.2

muff餃である また．＇花森には）、りI''•"溝が洩く検1111できた 内部には甕片を.,,心とする I:沿が111Iヨ．してlヽ

る この他、住店周辺にはl'l形のりi・くがtヽ くつか検Illされた 斜めに~Iii削されて！ヽるもI})が多いため亜

人のJ~JjQ)可能性がある

S H13 (図店15)

R24・S24区に位nする この(I閻 -t近では tic'.根から東に伸びる小lG根があり、 f1.41}は--:のI(.り!Q)
先船をやや南鳴にはすれた'"部に溝売される 此釉を東西にとり平而方形のフフンを｝りつ flぶ の規校

は長柚4.8m.短袖3.2mである 検伽面で0,1,,.・bは63.7muiff妥.U-:tfilの贔さ：計;1;:ぉ163.0m1ii11~を謂る。

!U•1は最終的に焼火したと忠われ、 J~渾io.'iI: には炭化した卓木や岨根にJ.lいI.:hft物載雑が人；，tにill({ 

してしit.: 届＊は IJilが11'(枕落Fした状也と息われ、放射状に111上したー内部構近はl.',]11りにI.',]収溝を巡

らす 棟持杜は2Jふ＆め られ、 ♦tmtの,,,相には1トリ!I咲を検mした 斜1r1i隕にはtJI;水i,りが伸びるが、検

tlW: 況から観衣すると打水溝Ii中央I.哄から(111びてし、るとr111析される

lU• は比ヤと的残りがよく.u,to>科さはFil人で50~55cruを測る柱穴は堀/jがllf形でu't:f~35~45<·mを alll る

什堀"'「)掘削森度は/(11で，friO~J.:がある 東側が深さ70all、西側が深さ50anである w; くのtillI: 疇を観察す
ると U;1には炭I「のJれじった、 1壌化した 1が允瑣されるが、 fK'}ば灰色の粘nt: が人って lヽる
この他、この住店の周1~mりのIりf 1(1i を凶寮すると、 fl~~I. を打ちこんだrU趾を叩位に似~lでさ t· , {IIし、

側板は11'1.fにす［たれる0)ではなく．し和/))外側に向けてややお1め方向に人って＼ヽることがわか・1た。

II¥ I迫物には邸杯・小,r射ヽ 飯呼がある

2. 上腋

”パIE~~跡以外にC地Lえでも他の地(i<:.(111様名くの I會．塙ん検/11した 0271)((I) SK I、(l271>< O> S K 2、

H26L{flJ S K4、S26[lのSK5・1-1、R281メ．のSKG、P271えのSK7. Q251メ．のSKS. T24(人(I)S K 10、

S 23r.i fl) S K 11、Q30区<1>S K 12、()28・29!,<_q)SK 13. R26[:<.)M辺のSK15. U 181><合())SK16がある

↑体的には小rr;根南間の{jしt;跡かltiL!・, ている部分に加,,する阻(11)がある 俎物が札II: したものは.s 

K5・6・10・15である SK 15は I:塙としたが、形態からn店跡のuJ能ヤIも抒えられる

3. ピット状追構

IU叶周辺などにピット1犬の迅格が lヽ くつか検Illされた 多くが堀方の小さ t ヽもので·PJ形のプフン ~H

つものである しかし、りり虫で検Ill されるものが多く性格を明らかにできるものは少なし‘•

4. 消

溝状迅格では、 SIIHW)西側にftう消 (S1n・1以外にC地区の「［根を分ltTrする溝が検II',されている

SDI 

P25·Q26区から S261刈こかけて I)~根 1かられrft1ドにむけて、地形を大きく巡断する溝が検111された．

沿は近IJJれながら検出できたもので．規段は総延此36m、船1.0-2.Smを測り、迎り1でSIi8をl;JJってtヽ

る このためSII 8がJ嬰よった後に掘削したことはfri'll火である 北東側の斜r面については消は令く検II¥さ

れてtヽなt、 後tttの削平のために残らなか.)たとぢえられる しかし、 SDIは人さ くUc恨を分断する

もので.'!¥P.L掘I'll)された可能竹は晶し、 従って出沿の壌を直するような性格の迅1柑と考えられる
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第 4節 D地区

北東側に位れする；月 fcl-<~cA地I・<(/)北：こ派'l:する東iJlj<JJ2 ,i,:<J)lc'. 糾とIIりの谷からなる さらにD拡11,

囚よ北に隣拉している

本・地区の所(Eするle'.根は東がI'!':',•,:j53~46m 、西が揉.f557m1iif後を測る さらに谷IJ~は歴悩38~42mで

le'. 根とのぬ低培は15~20m1lili表である また. A 地~"<.と人地(x.谷底と1/)i¥°雑ば；は2:1mである 地1><:全'*

iこre糾は限せており、幅1~15m1iif役で. t'l 1f1i は.~\f項tiである

検.'I国 I/ftには竪穴9胚溝・ 柑 I・＜・洲・ l・.J炊などがある 辺物は全ft-に9ム<Ill I. してtヽ るが、特に出*・

I-< rl1 央の谷 rl • '.!l含Mよ I) 名くの竹、'I: l ; 科がIllI・ している 潟丘而ft1は'1.971mである

I. 竪穴住居跡

翌:,'((~居跡は．ゞ 11'.lが谷中、 SII I が東傭,~根の北溢に位i•~l している I: 塙は約flと9臼根斜面に{irii't

するものが多い

SH 3 (t;q肋17I) 

QI-I区に位ii'tし、谷jf(とflni,1,r11の疫換点f,I近に,J.J也する f!J1;c,)検ll\1fiiでIJ)~...-~は115.5-46.0m1)111会で

ある 住居は谷り~Jj向になる東側が泊火して＼，るが、残（（した部分から推測すると hlf多f.Uもと考え r,れ

る 規校は南北辺が:1.9mを鴻る /I! しこれが令長かとうかは検i'll状況からすると.r. rの疑f~がある

fl. ↓叶の構築に際してはれ1friOPIの地111を削って床面を確保して¥Iる l.'J~t消は熊 く 、札穴も検出でさなか

・＞た このため棟のH椛追については様（ーを知ることができない,(U1lの北‘ふりの収沿t・には鉢の完形

品が伏せた状態でH,I: した。この他.tnりの東側谷中の閃 I:に況じ｝・（名くの~,,. l.~ が出J:したが、

これらは多くがSH3の流t:こfl,って近濾した退物と考えられる、．

SH 4 (txll:fi18) 

S 101<.: こl.i:孜し、潤ftl-<~t り［夕出のI~根hi~にl'r.地する ft 

しりの検11'.曲での楼(,'fjは45.9-46.5m nil~ である f l.1,Jiは1ti東

辺が応も残りがよく．北西辺に1{りかうに従ってrl11・v・が行しt'

咽(/)り~({沿分での科さは北東辺が0.4m 、 ,t洒辺は僅かな段培

籾tである 規校は及tlll(北東ー1til'4)43m、短袖（北西

r¼i~O 4.0mを隕る IU叶の構辺はI,lf~t 1"11で、棟nuは21.!:
検出された 北膳にはペットU、丑構をnち、 J,';j[ltlに固屯溝が
巡る (fli し、 rt洒辺と北1印』の 1 沈は1、',Ill,~溝が検111出来な

カ・.., た．）この他、中央IIJ•Irぶりには 1゜．壌が 1 店見つかって

いる また、 u柑仄面の中央には焼 I1r.iがあり、炉の1紺跡と
考えられる 棟持卜しは11'1:f~0.2-0.4m 、深さ0.6-0.6.5m 1li1後を

測る 柱穴が深しヽ わりに、 )%1!/jが小さ lヽ のが特徴である C

n物は住居(/)JIii」・・中あるし 、は、 1和111.I: と考えられる部分
から多数11¥Lした 特にit'llされるの1よりI'J:巾より鉄鋭が

1点したことである A地I,<_S K 1101勺からも人刑の鉄鈷が

11'.t:. しておりU討合の付格をとえる J.でt1r.: がKきい

21-

第15図 D地区 ・D拡張区位置因



:J1f.lti ll地F

2 . I・. 堀

土墳群

D地1べには多くの I.桜が散Itして検/iiされt.・ H 18(メ'.O)SK;>、S17[,(のSK :! ・3・ ,I • R 14・15 

I<. のSKI・ 9・10・ll Rll・Slll<c!)SKri・iUJto店がある 上哄0)規II.!は長さ1.5m.船I.Om1i1/ 

悛(!)刷 •1形のものや. 1{fi印.S-0.7mtiifl妥の111形のものが多し、 人部分の 1尿lりからは炭が/III: し、少猿

であるが 1忍I¥の111上も、＆められた

ょt.・11r.I: 中に悦J:ゃ炭を多：tに含むJ:哄が検出でさた Q 18lX: のSKl2とRlOliU) SK 13である

SK 12は北le'.根の）ぶ部にあたる付近(l)J1I部に{¥'(坑してし、る 平面If:多状はイヽ 定形な形状をしてtヽるが内

i:111・ 名l,tの焼I:をJi、flめてしヽ た 蚊人:Jh54m~測る 焼 Iはプロ Iクが、に人.., て,t.,り、人さなものは長

さ:JOcmliif 1及をliltる 変色rii1を観釈すると．それぞれの焼 I.は乱雑に投げ込まれた1人,~と思われるため、

..:Cl〉I.哄で焼成された(I)ではなし、と考えられる この他、炭は多Rに出 I.しているが I::名は令く，＆めら

れなか・-,/.:

SK 13は北東IG根のSH-Iのm面Ff、1近にIヽ:,_... (して tヽる。fwi形が、｛ぷふ凶線に対して'l'・frJj向に長軸

をiヤつ.:-11'11t3を',!.してtヽる 恥人:kl.2mを測る やはり焼 I:・炭を多ばに/11.l:したが 1囀．器は認められな

か.)た fl! し、 SK12に比べると位 I:は細かtヽ ものが多t¥ 

:L溝

SDI 

DJ也I,(O>111 ,•:~ 祁より検Illされたもので He'.札↓を遮ltliするように掘削されたiMである．検IIHとは15mを

測る 1鉛(1iLI・因形の戊tヽもので、 r('.f↓の西側でk1l11l1し、北rc'. 根のfH部/j向に伯針を1打）ながら伸びてい

る り!h1t,1へは削‘「のために、 l~根I・.で迄UJれており仝容をt.Jlることはでさなし＼＂

第 5節 D拡張区

迅~(/) ti白根 l:CI)北 •.UIL根に位沢し、 l)地IKQ>北側に隣楼している J~i'ttfutttは311 011-tltる 潤代区

はI,'収1からl'l:I・rJ) i\'~ まりになっており眺情が良II{なJJ,}所である この，悶fi.Lをは芍?IJ,'Aft範圃に含まれて

tヽ なかったが、氾物包含料の一部がIり1,うかになったことや、 IJ~Dlt!!区(/),J1rがこより氾構(l) 、~地条,1々;

を勘≪した紺；采．迅構の(i-(£が(•.忠されたためこの地I:<も，;}1ft範囲とした．

, ~~ft I i Q) l,',I辺にはn面部には/(J:ト．に衝'i~色I'.及び淡出色 I:屈が堆栢しており、北tlifiiU>11i側を削平
したw屈てSll12が検Illされた
SH 1 2 (「4訳17下）

.~1 (flくのlflI部をやや北にf')た糾面のS6J,<_で検Illされた 科面の地IIJを削りIllしてm11を構繁して

tヽ るが、人:rは水lりの!Iii叩などによって火われて＼ヽ る， rqし、他の仕店では9ぷiTliに対してp'1.'りに近い収
をn'!けてtヽるが、 S1112の山側の黙のft!I糾は緩やかである 残(I部の規校は及辺が2.9m、短辺が2.0mで

札/(IJ,tを検II¥した こ(/)柱・/くは1り形(/)も(/)でu'L/¥0.4m、深さ1.28mを設lる /tl-'lnの地111を森く掘っ

・（いるfl穴である これらu徴的なことかr,、この氾1;;はこの氾跡にみられる吃/もじのfH•;構辺ではな

< . f,'~1-k +ili辺 でC(t楼のような建物の r1Jff什もある。
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第4章遺 物

第 1節縄文上器

縄文 I:沿は令てD地区.'i!!含k・1から出1.したもので、碍文後期木の宮滝式 I.~、縄文晩叫知i~文 I.沿と

与えられる I.硲）iが約10点/III: した 今IDlt.:<Jぷしえたものは晩期突~ir 文 L 沼,.'!. ,:~ である

I. 縄文後期，,:~il~.J"\ l:; 焙

今lnl/1¥I・ した'(~滝式 I.:岱の破J'1・はM,ドできなかったが深外の胴部幻-~滞の小,;で[I~[船文 t: 1:llh l•IのU

即 1'111文ん施すもので. I点のみ11¥tした

2 . 縄文晩関l突・Hり文 I'.沿

突~if 文 1 沼はII~沿2点の他に引祁の鳥文部破片がt1'.I. し、今[11]はllt蛉IS2瓜をtxl化した

139ばi'-1:ti-の溢祁を欠くIUt部突・:iれであり、内外由ともョコナ・デを施す 突僻i:JI I粒部から 1ヽjいし，や

や 角状に吸1)/lli 'ii< り II\ した突~iり上溢にイ涌れ、な ~Jみがある llf, ・J: 中には Ci•~ゃ長{j(J)妙位を含む

140は ．．条＇知 iiをもつ汗鉢の日部文楳沿U)破1ヤと考えられる ＇知iHt女1JみIIがなく、やや丸みをもつ術tfti

fり形を \l•する＂馴沿知irf-hはヨコナデが、下fにはな1めI,向の削I)が1池される If(; I 1t1には{j妬や

長{j(J)ij)fりが,,2められるが、；らllilぶ祁が1寧なため表直iI. はII、tたない このrm・,は小片であるが．枷
沼にやや枷らみんもつことから"*~祁にかけては知く外9ぇする形態であると iど入られる

淡路町'"''.は縄文1挽191の氾蹄は洵浜部に位凶する給Ill辺跨や印如届に位;·1する 1必l 1 l1氾％、妙述'~迅跡

が({(1:する 給III .lll跡からば~rn贔から ui-tにかけて内傾し I.I柑 lヽ沿にMみのなし、突常を (1 し辿1月lf1 を 'i~

する l.~iが ti\ I. して tヽる このほかLI}点部か外Ji.しf.J粒から竹かに「・・カ： 9たfi',}に女,,みを (Iする突術を

もつ深外がIllI. して tヽる，， . }j、岡山迎跡は斤．陵祁の谷筋斜血に位n-~ ると tヽ う点ではt/,,l¥:'>西旧跡と共

通11が，必められ. ,,,, 時の行動範IIりや氾跡を考えるうえにおし、ても 1「（嗅な{、~I_ jj·~ しを占める

第2節弥生上器

ti,l壺Vり.itlVMIII・. のl)f測UF能 I溢 145J,1訓'・ 弥'l:J:器は、 1401.'Iを数える 部、叫UIー後期 o>I・. 器もあ

るが、ほとんどはi潤1一各冬~[)gJO)t器である 地lが別には、 ,t.¥J也fi20,.'、t. 1-1地Ii<'Ii/,t・C地Iバ82点・ ［）

地I双;32点で、 fl:lil跡を 8, ↓検HIしたC池lえの上器が全体の1・数以 Lを山めろ 1.:t; の俎（｛状況があ出 I)

よくなしヽため、細Iiもt:<f化することを心掛けた

I . 弥'1=.り消I~後期のt器

•'A,'t · ,1測～｛訊Jq> · I:器とどえられるものとして、 16のfぶ杯と141のJj;Ihw_カ•ある 。 l ヽずれも I I*らのみの

残（｛である lfj(/) ,!"~.t-~ ば、ほぼu'(,,.,する口絃部の外I面に3条のくずれたμ11船文ん施し、内血 IIiには横

h 1{,JIJJへ／ミ）／キ、 I• ;11lには縦Ji向のヘラミガキを施している このようなIIfよ洋の形態.1111船文の退
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化伯向は1)1JD) IJJ 様~II をりしすも (J)であるが、 111ぷ内部がl(ij をもたなt ヽことなどから. i妥l911iiJ1・よりドらな

＼ヽ ものとして5えておきたし、

141(}))却 l ヽ,:·~は;m'¥11「1111船文を：｛条施し、 f船1;からIIU沈にかけて外Iえする形態で. 1.1~1..:I部はな1め I・・

Jjに拡,;nを行なってtヽる I It点沿沿iよ. ~ 条(!)ii姐状文を．内柑にはダll.1・文が施されてtヽる これらの形

態は、失内では、 I¥様火に多くみられるも(})であり、弥生時代11'!9Ji汝rのものと考えておさが、0

今lalrJ>潤 ftでは、戟片がはとんとのため、その他に 111191-i糾~1の I:器も含まれている Iり（阻性もあるが．

品品できるものは2点であった

2. 弥生後期後'I'-一終料91のt器

(I)器形分類

塩ぷ内旧跡Ii¥l:tJ> I・.: 岱の多くは、弥'11令lUlー終~lりの I:因である ・;of多(1)I: 料は非1,(に少なく. II~ 

邸 .~'xf恥1)fn: Iヤがほとんど巳ある そのため.ntがaの形態を,11心に沿形分類を1j t., った
,'
I
 壺形土器・・人さく：；Hlf!Iに分idした

[・ 必.<¥ I.IH部は外Ii.し、 11柑沿沿を拡加し、 ''"をもつも0) ¥ヽ わゆる広LI壺

A I 砥祁から外反するIItぶ；・:11で II¼ 女沿f』を t下に｛詔"し、文様を施して1ヽるもの

A 2 :;(J部は1R11'i:,-,'f. ちIがり .IIH祁は．ほぼ直角に外kする 「1紺沿部は II叶こ祉,;uし、文様

を施してし 1るも0)

A 3 t:tl部から外1-i.するIlt~f贔で、沿部が作卜し．面をもたせるもの 文様を施してtヽなしヽ もの

A I ;. 仰flからほぼ的,'ft::、ヶち 1がり、外lぇする11駐沿で、 LI紺瑞沿をつよみJ:け、lfiiをもたせるも

の 文様を施していないもの

壺

A, 

壺

A~ 

壺

壺

Ai 

壺

Ai 冒

B
 

壺

c
 

第16図壺形土器の器形分類

-24-



:;n •I i;, ill 物

属 Bl !Iii、ドなJ.R状の体部をもち、 ('.l)'J.;.の即部にやや外Ii.したI.If如をもつ tヽ わゆる細,:(!壺。

憶：C] やや似・ドなJぷ状のf+.部をもつ 外奴するjf1部から. ~•i~h して外 lhいW線的に 1111びる I I}郊fl

もつもの。tヽ わゆる ＿！「(I.Iiか汲

甕形土器・・・IIf~ 祁.11・< ;'dl q H~Iヤが多いため、 11縁部の形態で、 1種類に分肌した．

［安.¥l 体;Jから 「く」のヤ~~I ― ful!lrする「 IN部を持つ

A I I Ifむ岱部は批張しないもの

A・I. lit-; 沿部が少し,JrI、するも(/)

,¥ 3 IIU対比1ir,..'>まl>I (fるもr/)

A 4 IIH沿部が外Ix.し丸みをもつもの

［央Bl }fl部が和'1.にIf.ち1・ーがる もの

11 I I Jf~~ むflllヵ¥(まば'.1RP1Lに~,.つもの

R2 I.If及沿洋がやや外l-i.するもり）．

甕 I 厖参娑彦m:RI I甕

A, 

甕

Al 
亨

A2 

甕

デI r¥
 

A, 

甕

8, 

甕

B、
~ , 

第17図 甕形土器の器形分類

鉢形土器…閥I+数は少な＼ヽが形態が/i'jエティーにバんでいるため、ややfl!I分化した。

rjい ] II柑部が外'"-する形態をもつもの
A I 体沿から ［く」 (l)'(-にl11l1lliして外反するrI粒部をもつもの（小りリ......~ 含む） U

,¥ 2 '柘洛か 1111~~て、 I1, 対針が知く屈1111して外IJ.するもの

,¥3 休岱は丸みをj'r ず(-~-ち l がり、級やかにh11曲しながら外If..するIl{t部をtりつもの

Al 小'\~品である ~·(部は 'I'・底で、 I+部は逆lり錐mである utむ沿沿1よ糾く外J,i_するも(/)

ー公5-
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第18図 鉢形土器の器形分類

［外ll] I. It点部が11'ilIの形態をもつもの

B I f+部が1勾円しながら,'r.ちLがるもの

B Z 小ベリ品である 底部は •ft庇で．体沿は逆円錐形である

B :{ 小咽品てある fit部は'ft/氏で、 体沿がやや内りするも0)

[f}C] 尖収で、 ~·\;;';flに \'.!~.flがあるも (l) いわゆる(i孔外．

高杯形土器・・大き く2帥Mlに分知した

[(,:;tィ、Al直船的にfrllびるJ-,f部から、 ftJI曲して外反するも0)

f t.・:irf Bl 1t勺部力りlll~J,01 も 0)

高

坪

A
 

薔
t

坪 文
B
 

第19図 高坪形土器の器形分類

-26-



:r. 1 r,-. 氾 tt,

器 ，

ムロ し I器

A, 
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第20図 器台形土器の若形分類

器台形土器…溢部の影慇から 2つに分類した

1む台A]I I~ 溢部を1広弘してしヽるもの

,¥ I I I~ 心溢部を/Alf前しているもの

A 2 I IU溢部を｝』l飾して tヽ ないもの

［沿台Rl u'i'線『）に伸びる受部から、 hH1U1して外反する11縁沿をもつも(/)で.Jn, 帥して tヽ るもの

(2) A地区 (I:<I恥H)、旧物爵乃1-21)

A地l..{/1¥l:O)•)午'I·.J. 沿は20 .i・'.,.を数える 俎構からの出土はSK107のl:器 l点である

SK 107 (I) 

底祁 氾もしくは-1.1のh'I'.,団である 底部はWく、しっかり安足した什りである 外1fli·f~沿災にク

クキを施す，

包含層 (2-20) ~·:; ・梵 ・1+・贔外・器台がHII: している

故 2は、＇位、¥ 1で1.U;.fll;が外反し．沿洛をつまみ上げている形態である 3 は、 ,:•:::A Iで、 「l

f切沿部を I.ドに柑弘し、 4条のl川船文に竹怜円形浮文が2つで1糾としてJ』1飾してlIる (iは

；ぷIうの網苅心である f本部はは平な状形で、釘部は、 f~部から、 わずかに外にI)、がりながら

~11 び. I l*jぶでやや外}..{する ］碍（な作りである 7 も、柵,t(1・ぶもしくは、 1\{~hi'v.UJ f杓部と

どえられる。 8はミニチュア・必である ，底部はしっかりした作りで、 体部は'ii!った形態であ

る-!-It部に、刺欠文とjJIJ状文を施している

甕 いずれも、 IIH沿のみ残{{-している 9は啜B2、10・ 12・ ·~ ば安AI . 11 · 141:t~ 包,¥l. であ

る 13ば I'*妙端部に、 .i条の擬1川線を施す 14は口柑祁外面に紙}j向0)1ヽケ，At'1を行なう．

外 l !:iは外 A •I である 逆1り錐台形の体邸に外反する知ぃn*虻』なもっ
f:1湛 16は、杯沿である I Itふ部に 3条のllり椋文を施してし、る 18・19はい』祁である 18は問H氾

からk1!1ll1してl::J<形11である 1ケ所にP-1孔すかしがみられる 19はHや；h~ を允J~1 し會 1り孔

すかしが 2 1々 •I ケ所にみられる 20は坪浮9こ円孔すかしがあるt.~殊なもQ)である

t冶 ，I . りは、•,:')'とのr,1悧がつきにくしヽが、ここでは器台 A I として分-:ll した ~ -1 は、船l、した

nfお溢部にはlf.Ji;状:X: をJ.トに糾合せ、 ,j!lJ突円形浮文を加饉している 5は. I卜に拙1/lした

l If~ 沿沿にI川線文が6条施している 17は器台Bである れ祝(Iりに fi llびる受祁から、 ~1!1111 し

て外lえする形9品である 屈1111湛1よ拡部し、その拡張面に竹~•t文を 2 段：こ施している
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(3) B地区 ([4~19. 辺物番り訟~28)

B地区のJ:;t;は包含~'1111 I. の I.硲のみてある 壺 ・ 甕の底吊、ミニチ」ア(/)小壺 • 井、 I: 錘が出 t:し

ている

ft"~ 沿 22~24はfCNであら し・ずれも外血iよククキをのあとナアでfl・I.げている 24は小邪ふの庇

油と月えられる

ミニチュア 1硲 25ば lぷ11・，板を1閃したような形態で、てづくねでft'られてし、る 26は、 11"を悦したも

のたが外l(flは9 ケヽ，→関似,,ヽinnは、ハケのあとヘラミガキをffなし、 1・寧なhりである

は·~ 怜状I.錘である

(1) CJ也[i<.(t咄l版20-23、辺杓記；凶ー110)

C地fi(は塩壺内迅跨のq,-こ、似も多くの 1沼がtl¥l':.している地「iである

SH 6 (29) 

瓜部 外1面はクク4を、内miはナデでII:f・. げて tヽる

SH 8 (30-~2) ;'! ・「-i;~ り形 I.?.~ ・杓(-If;!: 製品がIf',!: してlヽる

梵 30は、 9本渫のみの破,.,である 球Ifクを呈している ~IIは安 t\ :lである

氏祁 32-34 · 37ば小·~り,'11'1cl) b・(,・111と月えられる いずれも外lfliはククキを施してし 1る

手焙り形上器 破I',<J>みむ仔細は小11)1であるが、 41は突滞の沈',jと牙えられろ

杓f形上製，11111 12は、杓r-形I.製品と呼ばれてtヽ るものである 杓のf,t;分はjいヽ形態でT・づくねで作ら

れ、把 fの部分ばI-'~をいれた1U~があり中空にな）て！ヽる

SH 9 (43-45)底部・晶杯・料台が/IILしてtヽる

~~~ 部 43/l. 小勺品のf(部とり入られる｀外血はタクキのあとナアでIII 1f~ い Iる

(.'~J.f .14はiふl;BのJ~部である. rllがと部やや内~xt味である 外1(riはヘノミ JIキ. 11➔ 1f1iはナデで

仕上げている

器台 45は硲台.¥2で亀ほぼ完形でII¥Iした r I緑部はややIIビI'/.した沿祁をもち．ぐ之部は11'(船((.Jに

ll!JI± 部に拉< ii!』H,'111から剃部に向かって人きく 叫<JfJ1屈である 外1fiiはハケ,;11整を施し｀

r.:I柑部11i1~i は• I ヽケ .~·,t1 で. 1V』 ;'\1111➔ 1(11はヘラミガキでII I. げろ l'Hl. すかしか？段 1ケ所に

ある 大変 l湘な作りである。

S H10 (46~切）啜・ 'I.fl$粉'/1¥I: してしヽ る

1! 46~48は、漫Alである 46は、 I.Itぷ部ク団iに指頭JOUが多数Jl受けられる外曲はククキの

のち祁分的にハケでirlしている 47・ 祁は、タクキののち Iヽケ，l1ti:よ行なわれてtヽ ない 分割

成形技法が~I;-';である．また.r 1•~ なぷにわずかながら妍みIIを施している ・19は震AZで、
I I}出端沿に匂lみIIを施している．外面はククキののちト.,.,沿のみハケ，.,r.~をffな）ている0

外 50はjfCのh孔il•<l>ll"<i'届てある。 外i面にはクタキ、 内,mは）、ク，J.1'tlクを施す。

S H11 (51・52) -.:1もしくは想の9柘隅が11¥1ーしている

体氾 2個体ともIHt. 部が欠姑している 体部は、荘形を'i1し、 ltl人ffか、!+部 ,,位にくる形態で

ある.51は外L仙ヽヶ，l1整ののらミガキを施している 52は外1/11ククキののちハケ，l11¥'fでItJ: 

げている

S H13 (53~!17) ミニチ lアの壺 ・底祁.t淋不がl1¥上して lヽる
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ミニチュアの壺 ： t}i'..1il0rm余t)で、外1fliはヘラr11きを施した I疇・ぷな作りである
ぬ祁 団は．外""'ヽ ケJ1整を1』・なう

t::1J1: 55-57は• I沿ド・(})閲l沿でめる 55:1,1ヽ19必杯の脚井の叩尼竹かある 56·57は、 ~fl頓形にIL

がる形態である 按介/j汰は、 tヽ ずれも中tて脚洋を/1I) • それに凡祁を楼合してしヽる

SK 4 (58)井が出 I・.してし、る

n j~A Iの小刑'■',である 内1(11 はハケ，~1整を施している

S K 5 (59-60) , 位.a¥: 部が/1',Iして＼＼る

壺 59は小利のt位の体部である ，

mll 60は底部である 外1(1iにIヽケ滋整を行なう

SK 6 (61)烹が出 I・.して lヽる

~ 61は、遵AlのJUぶ沿；で、外1(11はククキを行なう

SK 10 (62~65) 翌-nか/1'.1.してtヽる
曳 62は翌B.! . 63はえ.¥I 11)1 1,~,llである 62は、外血に~/j1i,1の I ヽケ t.1'11.'J を行なう f木沿(/)

接合船が顕行である 釘(})体部は、球状を閑している

鉢 65は、 ≫cの底沿である
SK 15 (66) 

烹 66は．安Alで、やや11/f.が小さい。

SD 1 (67・68) 

底i祁 郎はしっかりしたh知IIで、外伽にタクキを施す

$27区の包含層 (69~90)C地lパぷれ1/Htの t器は、全部でII;点を数える C地~S27区に J:器而

I) があり、そこから出 l: したものは辺壻に11' っていないものなので、包含~1/11.l .とした しかし、他の

包含M/1¥f-.のものと r,rn1 した。 ＇•位・~. J+ ・.~外がIll1: してtヽる

壺 69は、壺もしくは安のf料』である 外面はククキをJ ヽケ，~·~1りでil'I して i ヽる 70-72は、・,位の

底部である 外血はミ -;rキを施し、内i'fiilよハケ潤整、もしくは..,デでfl.I: げている

梵 73~78は翌の11•i祁である 73 · 74は、喪 A~. 77は梵 A'! 、それ以外は~A Iである 75 

-77は、 Iltj部が11~1'/.する 78はI1•~ 部外血に縦Iii••!のハケ,111'!':tを1rなう

応部 79~861よ．底部である 80は、内外r紺とも縦ガfuWヘラミガキキ施している

外 87・88共に外A:lである 87は、 rI紺溢部がやや内nする形態である 路は、 n仕沈が11'(線
的に開く形態であろ

凶lf 90: かt•·Mの開祁である。 外rfoにff~きを行なっている

笞台 89は召台 Bの杯部で．外部の）j'(I, •ら、 ,ri線((,Jに伸び、 k111lhして外側に広がる形態である ，ill 
曲部に抗り面をもつ 拡~1~,面には、油状文に 2 つで I~Iの1'r·府l'IM浮文を施すa

その他のC地区包含層 (~ll-110) 壺・翌．鉢・必 ． 杓(·形 t製品が/IIl: して＼ヽ る

、,:'i 91は壺A4 、 92は•,:':1A 3であろ 92は．内I面の粘 UII痕力tJm惰である 9:Jは、 ~cで、外wi

は．ヘラミガキを施し．内血はハケ,11祁でT寧にflI Ifている

視 95は翌.'¥:3、96-97・99は、滉¥Iである ％は翌Alにしたが、他の視よりややL]柑部が

艮<.r(l 1~ に近い形態である

hく部 98· 100は、小'\~品の底喝であろう
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外 94はft.A Iの小吼＇」である 103iよ鉢B3・104は外B'2.で、 103は、 11紺郎を11'1.船文こ液状文

で臨った小りリの外である 10:, は、外A:lである

必 106はli,U)般I',である 人）1 部にポクン~)._(/)つまみをもつ

,f牡f. 107/よ1',牡[.Q)脚沿である即札部から11111111して旧く形態である 1ケ）ilfにl'HLすかしみられる

.ti部と閥渾を別々に作り接合を ~rなう n

その他 108は。杓(・IiiI)!! 品の細I'.である。穀片のため、ir細は不明たが外1(1i底邪にククキと思われる

痕跡がある

ククキ 109・110は、平hllllさ以外の1q1さを施して＼ヽら破,..') !.'.•. である 109は細,.,だが、 110は怜杉

~J:..r/) ククキである

(:i) J)地~ - Dt邸Jd:,(_(図版24・25、追物番り111-145)

I)地区の f-.公}は• (I~r; 跡と包含K、1から出 l—ー して l ヽる

SH 3 (111~113) -.:~ · S~ が/111:して＼ヽ ろ

壺 Illは、 ・&A2である かなりI'/.fc・（憎られている I I尉益を柑．張し、 3条の1111船文 I・に放

状文と 3つ 1矧の1'rWPI形((文がつく

$~ 11211. 1t-A 2である ,1-1外rf1iともヘラミ.,,キをほどこし.r寧なfい）である ポクン状のりく
沿が付く 113は.jt,.,¥ Iである

SH 4 (114~136) -,&・ ~ ・｛叫が出 I.してlヽる

壺 114-117は、 '<1妙）{ ... 部 ・ lf~,'llである ． ＼ヽずれも r_.w、を？してし，る 117は、小さな仙台状の,x
部をもつものである

売 118は、甕Alである l本部は、最人If-が,11位にくるbRJftをなす 120は、 1,A 1の小'l~t'.',であ

る 121は、安nIで．体部内[(Uq)桜合痕が額汗である

底部 119は大咽0)えもしくは壺の底沿；である 122ばぶまたは寅Q)f本部、 125は．ク 1Iキののちハケ

~r佐l池している ”

f• 127は.nAの人・l¥tli'u',で、 IJU沿沿拡•JJ、するクイソである H状把rがつくも(/)はこれのみで

ある 細片たったため、復元nlf.は'M際のutfとはやや異なっている11Jt尼竹がある

,•: 牡f lU ・130~133よで，［牡f.¥である 129の杯部は、波~犬文の I.に.1竹序文のPl形浮文が施して

あり、器f,l1C1)111能性がある 131は.I Itぶ，喘の外反が人さしヽ が、 132は、 IU虻部の外Kが小

さ＼ヽ 131 は中r~OJ脚部で杯部を援合し. 132は．女:HI'.!で11り＇ぷした脚部に Jィ、部を楼合し.lil

j妥に朴部底の111!1イしが屈いでいる，凶杯である，133は.J:-f; 部が直線的にのび11緑部は強く外反

する J:.f-部のb°(は．ヘソ状の札I.塊を充瑣している 134は脚祁のff~/ ヤ、 135·1:{61よ、脚部で

ある 13S: か,,.,~の脚部でt-{沿を接合し、 136は．ヘソ状の粘I.塊を允瓜して＼ヽる

S H12 ( 137 · 1:~8) 

JJ'C部 137は. JJ~ 祁平底で、外1仙ヽケ関整が行なう

鉢 138は．外8]である 内面ハケi灼整を行なう

包含層 (141-144)

壼 141は、 II*炒燐沿を年ドし拡張するクイプで、波状文を施し、内ぷ点には．列点文を施してしヽる

~ 142i!. 憬Alである 113は、小刊品の体部である
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鉢 144はj;_B Iである 外内I面ともハケ濁笠を行なう。

:L塩・1位V咄迫跡の弥生上器について

.tiJ~ 厄,,り氾跡のI;沿は、弥'「llf代後期後lから終よ期のものが人rである ~L 、.,llf<\ ぐは．現(£までW料

が少なしヽため、弥't.-.i,m時代の 1~硲につtヽ ての紺年は確"'・されてし、なし、，そこで， J/,.・I.>:I印0跡出 U:

沿<J)柑徴を硲,,肋IJに述べ．淡路島のIM辺部の上器と比蚊し、紺't・l,(J)f、~~'l-うけを行な！ヽたし 'o

(1)各沿種叫．｝徴と出年 l:Cf)位店づけ

壺形土雅 I It点滞の残{fと叫らかにわかる体邸の残（（をいれて15点ほとである

広11・•:>" (・，辰A)のfI~ お出部のt様は、しヽずれも擬[U幽 ・il.W!文に竹竹:l'I形浮文を飾ってtヽる [I駐祁

のみの，，Q(1では．沿台との区別が1出l難である 細,i1'.l11l(・, 位B)は、 IItぷ，iはで、~~ってtヽ るもQ)は、 5

のみであるが、長頑•,w. . 細到戒Q)f本部と考えられるも(/)を人れると 8,.'.Ui. とになる ACIJh~ ・ぷ（壺C)

の・,・し形品は l•.'.\Cl)みである この器形は.H面では、 ¥1-1以府にIll現する

甕型土器 想はli!も多くIllI. している硲神である しかし、・;.:_影品r近 lヽ ものは少なく， I1i~ 部もし

くはhも布の穀,.. がほとんとである 最も多く出卜してしヽるのが、 ~A I Q)I'*む沿部を柑、•il↓しないも (J)で

わ`る ;\~. :Jはそれぞれ11紺溢部に枇弘を行なってtヽ るが、掠弘をhなった1/11に女1]みIIを拉つも(l)が
w 

ある。 I.Itむ~t.lJに如lみ 11 をもつ翌は、紀伊でv-s c:nv様式~n 以閃 II\現するものでありその影

””えられる 女I)み 17 をもつ想：よ、谷町而迫跨など他の;~~;icT)迫跡 Cもみられる． また、 1 18などの状

＇紅）体部をもつものも、「 I!ゑ岱の形態から翌に分如したが、＂村が新 li ((.J Cあり、＇屯の 11f(紀竹．もある

これらの安は.f,j,. 部令l針に9ヽケぶ整しており、他の視よりもp"なつくりである 51・52などもこCl)よ
うな形態の11Jf紀Hがある ~13 は、頸部の屈折が出｝し、ものて、形態的には、播府人.,氾粉で、人q1n 111 

(8)でtrt例がみられる

技法・心,r.1.では、外dii ククキをハケでmさず．分割成形H止が~fl~に兄られる ，りt沈公l・ククキを施

しているものもある また、 IIt対部外面に縦のハケを施しているものがある。和Jii支て少数例がUられる

が.~Iりではあまり見られない，逍幣である

IJt部では．突Ill した 'l~,j~を杓ち、底部帖台技法が残るものが多t、 また、 i:itぷ部は欠活して！ヽるが小

ゃ~~も.Jiめられる 、弥生!!;¥代後期it:平以li.'fの小't'l化伯l••Iをぷすものであろう

鉢形土器 パ・）エーシコンに布んでいるし大｛り品は少なく. •I リ1リ品と小1\リ品がほとんどである nA 

1は．沼によく似た形慇のもので、人・中小の3クイノがIllJ: してlヽる 形態は、人•中氾跡人:111u期 (.ii)

などで煩例が兄られる 主た、耳状把 Fがつt ヽた~+が 1 点111 tしている 摂沖ではV-2以陥に兄られ

るお形である if.A 2 は人変作りが「窯で、類咽は人 ljt氾跡人•tinJUJ c, り）などで見られる 出た、外

RIは、外として分類したが、あまりみることのなしヽ沿形である 外A •I は、知t ヽ11松部が付く形態で

あるが、 tじ部の形態は逆111維台の小利鉢であり外B2と代似してし Iる 'j ,(ljf. (外C)は、摂titでは、
¥-]以岱/l¥況する訟帷である

高坪形土器 出も洒俎跡では、 ＇た形に近いも(l)は少なく、 ui5;;11や即沿Q)破,.,.が多い i,'6,Lf.Aがほと
んとて、,:社団は I,.'.•./Pit して l ヽる お坪Aは、'¥'}式疫化がlitもとらえやすい；岱袖である 摂iI'ではV

; 1,-¥1 mに見られる形態であるI'J:f部と見品の接合技法であるか、述舷f1I)でへ’ノ払の枯 l:J鬼を朴IJ¥部
L知J'Iして！ヽるものや．小実で脚部をつくり、それにM、部をつける挿人(.JJJI法もある よた、中には、
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れ：~iii 111 Ill以~1111 I沿；

り'.t枠でl,',I、,i;した脚部に.t.(.部をf.JIAJし. l,~ 後に杯祁底部のrt通礼を寒tヽ・r.:1ヽる このような仕法は．人・

q, 氾跡でもみられる

器台形土器 ;~; 台は放が少な lヽ ·;of~ は45<J)みである 器台は B~ は.t,',SJ1;Aの形態にf(1似するも(J)

で. t'r~ 文や.il.!l以文などが9』1飾されている 沿台(/)中では最も多く /1\ t して l •る こ(/)器台It他地域

でぱ頂例があ J りなく、淡~~J也械で発達したも(/)と考えられている .'i''''氾路 ・谷llff邪氾趾守で1111し

ている

その他 H出） JI~ I: : 知の穀I',が11'.I:してtヽる 破片のため，f細はイヽfl)lであるが、摂沖ではしー 1 以i;.~

1.: 11刈ける。

り（形 I:製品と J. ばれてしヽる I:~品が2点II¥Iして tヽる この I.製品に関しては、縄文叫代から(/)例

かJJIられ、弥'I:II\ 代i女!VI 'i で、令l•J的に分 (hが匁I られて t ヽる 民1ぷ~.只では北mの川［全.JI: 令ノ人迫跡．東
＂ 4;JW> 1.d'l ll •l•tl跡守の,~,かある

その他、 l?'I~なククキIIを1ヤつ f・.器の破9ヤが出 I:してtヽる 般的にみられる弥'kl及J9JC)'fl1J'条線で

はなし、クク4ーである 109:.itlUJ, q) ためIJJJ確ではなt ヽ が、 110は、壺か翌の体部で、綾杉~)、 (J) ククキが確

.r.
『

I

I
.1

認でさる 。 これば',•;,t、氏の分れでは、 B訊(}) 綬杉状叩さH」に屈するものであろ

(2) 1: とめ

駈も州迅路の I:沿；は、摂fltでlヽう V+~¥1 t1Jめ、人、中旧跡でlヽう人小 I~ II !VJtfiQ)時期と与えられ、

概ね、如I:恥f¥:i及JPH妥'f'-~tt,Idりとりえて＼ヽる

ょ -t· 、 S ll 8c-Sl> I について、迅壻のm~関係力遠められるが、各旧格の11'.I:迅物かられJI析すれば、

人きなP.'1IUI矛は必められな tヽ。

今俊.t't料のJMIJIを竹.)て．淡路地峡のもつ地杖性の抽出と他地片との関係をIll-]らかにしていく必嗅

があろう

本文り成にあたって、 1泊~(/)Ii々 からの御数ポをr.1た 記して出双をぶした¥1 
/j!,j,_・丸 'I週11:1光、 小村 弘、深i「英：'it!.0!(1.,f-詞牧称略）

（註）

(I I れlll~i.ir r f灼11Jl!!Mr似IP¥fto>はべと紺fr. 近役紺UJ .f-Jftl IWO 

(:!) I II·~ 之 仙）I JU! 桟l「1J;l-/lH.}代のI»~と紺年近叫WI」 木rm 1啜

c~~i m債即'(t!J I r,11J訊in跡J (直ce,t牧iffi!U会 ）屯
(4 I LIJ-i.: ::nlfl!! f播If!人q,..:間の研'lt.J 播lf~IIIU女(t~U会 1叩）

(:. I m;Hlf 人・人内r~.11 「!I'JI・川郡Vflll跡I~¥'」 {t!J:~l',l教ff委u会 l郊6~19()()

(ti・'/i!+ .、5他 r .• 『.,,遭」 印l(~,\-fif,をし｝会 1989 

(; I ,JヽHLlt'Jl f縄文．、作t·vJ~影l.t牡品j 「1..1~1 1i"l33を~n: f,t沢史-;~-:;! 1981 

r1,me 応 「山出1也liM¥い）匙.I: 製品 r;u]IJがl'!fll'!跡群の動態IVJ kり~H'.t教(f-f}tl会 199:1 

( ~I 1J収11,1・丸他 「川［↑ • “ノ.,t.)L'lf今J 兵W~Uiff 妥U 会 1~)2 
(') I多i"Ui泊他 r 1.111111•1• 氾跡m. J~J.ld1.trm岱U会 1995 

((Ct) t't,1-勘い 「,rnな1いとIIに関するt't.ぇ，り」 「東人似rh文化柑協会ニュース」 Yo.12.No.2 !!)&:, 
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策3節 ,,,t仕以降の I灌8

塩壺西氾粉からの,,,近I防0物は須Iし｛器やJOt.t器が少r,t出.Lしているが．いつれも包含粕からのもの

である

28はB地Ix.K261今<. .'II I .rJ>」i't'l:f~ ~で.I llf.24rm、りH社沿112.Sonを澗る i~iよ沿部を失うが船11.;のもの

と考えられる ~ii部は凶＜、~-ち l がり ~WII,~に.(条の沈線を施す 内外1{11は,,冴1に,~,かれており、光沢

を拉ってtヽる 頂例は I:!協俎跡（神｝ りliv~ IX:l 堀,,澤 IllI: 品がある ~;·IQ! は18flt紀後Yから19世紀11ii平

と考えられる

21はA地lをII¥Iの凡'Cf茶tr;・(・I Ii f. 12.4nn、閤，岱15.&霞、鍔i訟2.4cmを測る．茶子をじ頃倣した屯つくりの

製品である h(祁の辿朱なと1切形は,,!迅I)による部Stカ・多いと思われるじ内外1{11(/)ミカキは 1軍である

＂例はやiより」．脇氾跡 (~I",i,lj西f?() 恥t•1t1m 1: 品がょめられる. I.ff-", 印がりtl't1191lからすると、時員l

はl8f!t紀/;;;平から1り111心i(げと名えられる

145ぱDJ也[i<.(l)確認1,1トレンチ/1¥f.!J)須必器外でCJi't.24.&,n. 沿f.0/i6.8cm. 9~(I凶6.8cmを測る 束播糸

の片nitのnふ打祁Jj・である~ I IN,'$力1 人きく肥f'I し、 tぶifの拡•jJ~は.I・・トにわよぷ 焼成はやや11'<. E与

191は 13Cf汝 1らー 14Cfしの,~.·」と月・えられる

第 4節 ,{-j 悩

t~ 化した (j器は19l¥てある S I から Si l まではサ．ヌカイト関の t•JIヤ（滋；で、 (i滋・{i匙・削器であ

る （ヽずれも包含~'!ti\ I: てあるか、 s-からS7. S 10につtヽ ては縄文Pt代の{I :t; で、 竹に.S 10の石

匙は．縄iCPl代り潤j(/)もCl)ヽ （あろう S I~ 3 O) J点は、弥'ED-H¥.O)ものと月えられる

石核は2点lヽ1ft(S 12・13)したが lヽ ずれもや人の1り関をぷHとして lヽる サJ..カイトの(JJ陀は迅

判IM辺の,·~届 ··li, •r-,t:M中からWUされるものである

Sllの1,11片は1とさ./'f. さともlOanをこえるサヌカイ I・製の人．＂収 II',・泊出の削：岱である <'f~ 社周辺で打

Kできるサヌカイト/Jj!{iには..:.o)fi'度のiitlll「を剥溢できるbrtl iが兄あたらなlヽことから、 l'!:i[II否川県の

令山 ・n色台IM.iUCl J k;t ,>t地からもたらされたflj!(jから、剥耀された111(臣性が,:°:il、.. 

後沢にけし t ヽが、~,- >< h (ト<l)/iHJJ'/JJ也分析を仏領した射湘、金IIi・I. 色台l.',J辺ff2J~. (S l・2) . む

片消H点 (S5・6・i・9l. . l:1l11'n3.1.1.¥ (S3・4・8)であるか.n代別にみると縄文叶代の{i鏃の令
てが~·リ社，，tで、 11VI.U.', f ¥: Q) i i鉱は金1(1及び:.I: 山苑と：ヽう臆11,f.深い._,渫とな）た、このことから、 S

12・13の{it女は、・,・出逼.i!lてt-1:IJ~ されt·~j! ('ぷ材と思われるので縄文叶f~r- 属する nff酎1 が蒻い

その他、弥＇「＇＼代餃 IPJf/>fu,; 料にfrう{j閤は、 2点0)f, J[Il<I)みである J. t.: .'L'l含>.'-1からば砥石、

たたさtiが出 I:してtヽる

fi器，后

番サ 沿釉 liH 地Ii< 府位 j如さ(cm) 糾(cm) J'/さ(au) ,r, さ(g)

S 1 (j鰍 サ．メカイト C 包含M ~.:{5 2.20 0 15 2.8 

S2 Ii録 サメカイ 1・ A 包含M 2.70 2.20 o.:~, 1.8 
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番り 沼 l•T! l,H 地(,( M位 長さ{cm) 糾(cm) J•/ さ (rm) 1T( さ(~)

S3 (j媒 サ入カイト A 包含~.~ 2.75 1.8.'5 0.30 1.7 

S 1 '(i媒 サスカ fト D 包含~'1 1.80 1.4G 0.35 0.8 

s :i (i滋 サメカイト C 包含H 3.90 2.4:i 0.52 2.9 

s fi "< i滋 サ :1..カイト C 包含M 3.05 1.75 0.35 I.ti 

S 7 (i銭 サ人力 f卜 A a含N :l.10 1.40 0.25 O.fi 

Sil ii践 サスカイト D 包含M 3.6.'l 1.65 0.45 2.5 

S9 {i鏃(~製品） ➔)メカイト A a含粕 4.10 2.90 0.55 7.6 

SIO {i匙 サ Aカイ l A 包含~) 4.30 5.80 0.70 14.1 

Sil 削硲 サ人カイト B 包含対 10.05 10.0 1.05 98.l 

S 12 {it女 サスカイト LI 包含対 6.:'10 4.0S 2.3 79.9 

S 13 iiH サメカイト （； 包含培 3.85 7.7 1.7 52.0 

S 14 iiOTI イく1りl D S II 4 24.3 16.9 4.5 3220.0 

Sl5 { iOII 砂r,• D SHI 24.7 18.9 4.7 :..1600.0 

S 16 駅li 小11)) V 包含厨 7.25 7.f,O 4.:35 4~i2. l 

S 17 紙ti 小1111 R 包含~~ 10.8., 6.7 3.7 483.2 

Sl8 たたさ{i イく1,1 A 包含M 17.3 7.7 6.5 1680.0 

s rn たたさ'{1 小1りl C SK9 13.1 6.9 3.15 '151.6 

第5節鉄器

本迅趾からIllIした復；岱は総数6点が各地lえの迫構や包含MからIllI: した．

tiはA地1-<.谷沿U>SKLLOからti¥I: したもので柳船形を?.する i1..i部の ・ボ を~Hit しており、現(?

長は13.6cm、!「r:1t2'1.781(、磁身部の最人船3.3cm、町さ0.4cmを,IIる人利のものである 形慇としては祝角

に尖ったた~J部から 8.:{口におよぷ屈い銭身部が紐き亀 LU、船が鋭1..;の卜端にあたる 紘ルから{にか

けては箆被ぎ（のかつざ）かみられ｀船がせばまり｀特徴的な形態を'Jする )\:)~ 付近の浙面は,iitヽレ

ンズ~I、' を ',t し. 1,1も船の11;い）ofr::1銭.q.,i1央部から滋身卜溢にあり．鎌身げかから玲被さ＇を経て急激に狭

まった'.'{:はl~i1r11:10.4cm X0.35cmの長/j形を'ilする 類例としては人阪紫釦II i1i t(1(狛lがあるが 1~ ・ぷくれ

てある

1-'2 r、い地I-<谷，湛<T)淡紺色 I・~-1 (地1110'(I・)からIllI・. したもので抑的Mt- り~1 る '/.. 溢部は戦mして
おり、現((I<は9.0trn、最人船2.95cm、)'/.さ0.4cm.if! 数16.9Ggを、1tるやや人刑Q)ものである 鉱身の.,,央

やや’ん沿よt)1· l1H~ 船をもつ 銭身ド溢にかけてやや狭より卜溢から：＇がよ直鉛的にすばまる 滋身最人

船沿1分ではltlr1f11がレンズれを '•'·し、凩人糾以下は§りはなく屈'I勺こなる ,°,AU)斯1ft1は0.6nnX0.4cmで¼h形

を晶する 形態（りには杓徴的な柳槌形0) -~~ で、分 {jif計を限定されるもの・（ある例として行川~.し森広
1%1 

n跡（弥'I:後101) 、 f't lll ~,し丸） ~ ,1 i.11't (II; 内-f1ih1). kl~ 府紫金L11,1,.t(i. !~l•l•M hHi1ll11l1 Iりれからの出上

がある 今1111淡路の北沿沈からのIlll・. 例が/JI(わったことで、 till・.分(11U)中心((.Jな位ii'lになる 他に兵紐

U,l碑HI町#{助lt5P;.t(lによく似た例がある J益壺西/J¥t例は椛現11151¥}J(1例に＇ん frするため、このクイ
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::n 1··~ 迅れl

プ<f),1ilヽI「;f也をぷすも(/)かも知れな＼ヽ

F~ はI)地l".SH4からIllI. したもので柳岱形をせするッ吝溢部の・部を破机しており、現(,Jぶよ7.4c,,.

; Ll大船2.25cm./1/. さ0.35cm. •Tc1Jt9.77gを［ける小’＼リのものである 形態としては鋭角に').;.-,た先溢部から

11¥船的に1111さ、鉱Jオド端にかけてもややIll!くもので， Itl大船が銭身の卜沿「あたる 鎖Jわからばにかけ

てはゆるやかな詑被ざがみられ、糾がせぱまる 先端付近の浙曲は；りいレンズ状を ＇（は-~がみられるが．

糾lr• I庚 ;'\tiから鉗1_.t Ffri:iではやや祉'I'・となる 鎌身F端から陀被きを経て1火よった＇奴湘袖 iは0.55cmX

0.35rm (I) l-< I; /lj,: 州すろ t(tf{'IJとしては兵庫駄洲本r『FL勺ij'l/氾跡例(r;:'f/l・,+.;から占tMJJリt()で11.:icmU)も
'ol 

(/)、岡山i屯+11⑲f;;t.. !.l cm~Vi、兵l•l•M姫路iii J・ ・柳ケ漸辺路 (~/t ,¼ くから古t(llJ加）で7.2t111'1)も(/)かある

FlはD地区谷洛(})淡出色 I'.約から出,-.したもので、投さ5.3cm、船l.Oan、Wさ0.3:k.;nをはかり、！恥(11

長I,形を,,1する 仙jダ』を欠JIしするが全体的にはf'i-みをもち面人な感じがあり、 I'/.い＇柘私を持つ i久践と月

えられろ

F !iはC地l".tHぷ庫の淡囚色 I.料から.'III: したもので、長さ5.0cm、船0.-tcm、}'/さO.kmをはかり、 1祈

u1iほぼI'/形を＇ける I• り1~は尖 っている状態であるが欠mしたものと考えられる j{j, かしr:'J1lllしてし、る
が、以滋(J)訓tヽ 'I-f,l;/f, 分とどえられる。

F fiは（：地I"'(根lからm・I:したもので、長さ 6.3cm、輻0.4cm 、 f•/. さ り.4cm をはかり、衛1(1.iほぽ 1Uilt~

炉，叶する 仙J溢は欠捐したものと片えられる，11'(線l内に伸びているしているが、鉄煤(J)俎Ill11が部部分と

与入られる

よとめ

塩壺lり迅路からは61.',tの鉄沿がIllI・ したが、鎌身部が残（イする鉄鏃~!.'、'·すべてが抑鉄形であり. • I は

鉄糾としてはやや人:~•)の W,'iをもつもので :i . fi共、 tヽ づれも鉄鉗の苓と考え（』れる

り
•
C
"
"

:_: 

-J-.I_し
5
1

；、

ea の

F6 

-゚

FS 

~ 
／ 1 

I 

;;t 
ii u 11 ,, II 

II 

~ り ~ N ・:m11-加 2
’’ 

F4 
cぅ

F3 

cT,'; ,).,/,>,,',I .m,,,. 

『~ 釦

眩

F2 、N,み!))).h>..

15cm 
~ 

． 
C3 Fl 

第21図鉄器実濶図
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:n !i節双器

般的に外1'時代(J)柳位If多れ鋲：1践J.tJ~ が:{-G cmのものが多く．双磁がい人・化する[I:内lVIに,.ti川（（）

に利式が定まらず人さくなる鉄浪がII¥現する.!l-.11il91の鉄滋の内料として人松ru枚/idi1J1・1:rI・ンパ.i0淋

で13- 14匹の鉄録がt(l~\の t体渇から 2 点II\ Iしてし、る例や1([1.J県al森占爪岡がある ~Q)時期の人:!\~

鉄簸は形態的にもT洛,,り~Jであなまた,1itl'IP\ 代になるとさらに人刑化し、 15an級())以鎌が11\現する

特に注IIすべさ FIは＃ヽ '.l:UHU糾VI後・平の柳岱形の鉄鏃が人界J化する1,l,りの白料であり、よた弥生II.¥

代では政人·級())鉄滋と ~;i_ られる たたし•H:'l..rJ.~f\:.i!'.I物包含~'1 と t ヽう ti\ I: 状態から，；r細なll¥'191fll』とに1付
遵をさたすも(I)であることも,1;めない

塩・J(,j白迅跡の竹格Lつtヽ ては:n(i /~(~ とめに設るが書これらの特徴的な鉄漉(/)内、 FIは1、tにLiifし的

なものである11f能t1:が晶＜｀この迅物がが/Ill:したことによI)氾跡の特殊竹か考えられるnn>:--ならう

（参考文献）

・k.H(i fj≫¥・ 鉗j.¥t. ,,、Ml 111!/lf!J :'f.17り 1984.12

（註）

1 1) ,1, i+rrw r""釦l1t1itllの.'1tr: 人~1(1の tftt!t」 1962 人仄ヽ11.lft-~0 会

(2) IM、2..oi4-J 0Jlil 11 r今）「坪祉え化'""'だ会~161••1研究 1J:.会¥'HU 1984 ~16fuJJ•fl汰文ft:IIHII究会'lif~しJ

(:i)「IllI-・lttl,1;1Q兒趾閲1・,員11!1t9Kl J,cl(IIII.LftなU会

( I ) 襴人誡 —他 r~~J· •I• IいiJA訂.~'J. り 197~ ¥i;J,jll',1,9/J米郡'"東llff{ffNl会

(!i) 近朽義紅他，紅現11151•;ti,_ l!l!ll 位現JIJ51l}}i,f1Jjj会

(6)'flり闊叩Jrn..iot文化11m・紀濁Jf,l1_1IU究岱会¥'lnJ 19S.I lr, l珈l埋祓文化l!I研究~•Ji衿り

(-;)神か叩l「化心J1心粁和lti,J.Irtltl:'i」「l訓 1Mf11l1~!.lf1rf l'toli!Jil也rm兌 •JC哀fll地1り坪祓文化llt兒』溢Ht骰；如,J 1971 

岡山e,11itf否U会

<ii> ii: JI叫比，t;他「） ． ．柳ヶ 'ffll.itlf~f~~g閾 f灌；'1,リIH閻5 邸J,し'tf.Lft委U会

< g i r中宮トンバ辺跡 rt1011l1又ftllいI'ffiLX」1り89 (lit)枚,,'"文化財研先ぶ1!1:な

(IO) l ltln占tn」 19邸 11111,』••f1<ff'4LIな
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第5章科学分析

第1節 塩壺内・追跡出 1-.のサヌカイト製追物の石材産地分析

認科折'}}
（点l,w; k"'i'~;! I' 炉k,,~1(r )

はじめに

fl奴fI;, 的な f・法を川tヽて、 {i硲{j +りのjl阻地を客観的に．かっitl,l的に推定し、古代の交泊、父易t、J

よび文化1~1- ,.:t_ 易r~lを探ると 1 1 う lll'l'Jて、紋光X線分析法によりM''N.をffって tヽる『ヽ 11ヤJJは「近に人「

できる IJ- メカイトを中心に、分析H法と定 lit的な光地の判定汰とのI碓ヽzを Ill~として研究したか、 IJ-メ

カイトで 応の成米をr->た後に.1111じ"法を黒財Hiにも批1ltし、 -t.:li'i的にl花地推定を行なってし、るサメ

カイト、 !!.¥11/d(iなどの t成分紺成/j.. ~;!~ 附地ごとに大きなx}:よみられなしヽが、不純物として含(Iされる

徴凩成',Hn成には'R同があるとどえられるため．徴屈成分を中心に,i:ぷ分祈を行ない．これを,:r地を↑.J 

定する指杓とした

m,tx線分析法は試料をfl!墳せずに分析することができて、かつ、ぶ料，}1整がi阻屯.lllil定の~¥!りも筒

Jjiである。（浴のような古代人の11111品て多数の試料を分析しなければ辿跡のIt.しし 9性格が分からなし、

と＼ヽ うJり合にはことさら 11.fljな分析法もある 分類の桁I:~とする Jじ4渕lfli.を氾物につ’．ヽ て；Kめ、あらか

じめ、 各h凡光地ことに数 1~fi/,f())ij;!~iを分析して＊めておt ヽた各~;ii I ITTのJ[ポ≪I成の平均ぃ、分散なとと、

迅1勿(/)それん対比して洋地を推定する こ(/)院多変り解析(/)f i人を川し Iて、各光地に福“される確中を

水めて,ra地を1111定する

今(111',;析した迅物は. !thii ししw•r, 郡i:::Viが町に 1、·,_~v; する溢•；蕊iり迅％から ll'i I: した縄文叶代わよび1j午'l:P.~

代の9閥について哨地分析の粘りしが;:1られたので報告する

サヌカイト原石の分析

サJ.カイト1山ilJ;Il'iの風化miを打ち欠き、祈ercfi1を出し｀塊~):のぶnを什り、エネルギ 分散'¥tilt光x
分析共硲によ・）て元ぷ分析を?iなう ，分tir几ぷはAl.Si、K.Ca. 1i、Mn.Fe-、Rb.Sr、Y、Zr、r,..b(JJ

1i叫｛をそれぞれ分析した

塊ぶHの形~A:必による分祈ID~へ(/)t{牙fを打ち；iりすために元ぷりtの比を収り、それでもって隋地り、＇ゎ j・

する折けと した サヌカイトでは.K/Ca. TI/Ca. Mn/Sr、Fe/Sr、l{b/Sr、Y/Sr、Zr/Sr、Nb/Srをそれ

ぞれJillヽる

サスカイト(/)訊梧地は、西11,1,:に附1,してみられ，bHとしてJ↓'£1な糾！行の唯地およびnは良くない
か丹古学/'ill)[/IJで使lllされたのではないかとぶ凶にLる産地。および玄JJ¥<'J.ガラフl't{安I1J t'tなと介

わせて32ヶ所の，l1代を柊えている l・:(j Iにサスカイト Ci')f,"滋地の地点を小す．このうち、金Llr・ IL色台

地駐ては．その中の多く地点からは良nのサメカトおよびガブズI'じ如Ir府が多fitにiifl出し、かつそれら
は数ヶ Q)訂に分かれる 今[111新たに丸f(l,1, の杖 fillの南泌から南111するサスカイト／は行でメx.f I Ir Ullを確

~- し、 ，tt・ガラス n安II I ,'1ば訓 （サ岱時代に使Ill された原材で浮通、'i•d iの K屈II !tiからも南mし、 人麻111
i+.i第・、 ・.r.i(l) 2 閥の原石群を什くり／！色台，，t ガ ラス伐安1 11府と）L索絹11・しでlメ;~りがnJ能なことをIIJIらか

にした これらの原6を良竹の椋{Iた11?1II¥する叩地を中心に）Cぶtu成で分罰すると45個のb;H1CY1.:クI111 
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iii I節 JU欲"'1'.iO跳Ill1:11>~A カイト代氾1勿rJ)liH1吼lt!l 分析

「
1

第22図 サヌカイト及びサヌカイト様岩石の原産地

でさ、そ(l)lt'i~をU1 (_ぷした 印IIf, し内の(i:ta氾W>,r-地では幻IJ. Ii. 色台地域(/)サヌカイト原{iを

分1.tlすると．金111内er.全111東llf、ltl分.H'T.辿兄.'inr. (11•~tlf. il:1 II谷群の6関の訂、城111群および

,. ~(JIJ/11'に．よたガラス打如Ii府は合111I);¥池・ IL色台地(x.哨は IL色台｛りのりl訂に . k以1l11W7€は人麻JlJ

1+1:n •. ・・訂u>2 nrにそれ々れ分訊されt・
念III・Ii色台地峡1'fl/J-+Iメ}Jイト！氾j(/), れ群にばとんど -j'.(する）C索組成をぷすサスカイト!j(ijが淡

路f,~1/),・ 出•~;!所地のJ11M;.,,から l' I粍り、＇で4~取される これらr:がのものを分類すると、全体の約2/3がK

2 に ,1,·4 ·•-11合で釦11·Ii色台地絨のuhtlTIこ一致し、これらが合1l1・IL色台地牧から治れかヽたことがわ

かる 淡路,:~,,,部地械Q))Jj(,;(;J也てある西路111地[,(および人・崩地1メ．からは亀<'}柑筍 訂に 一放する8;1hが

それぞれ92%,および邸%}--群をf1らな（ヽ数閥(/)hi!!iとがみられ．金Iii・Ii.色台地J~(J),:れりに 致するも

のはみられなかった }l]にぷす柑泉.,; 頃Jill恥を地からも全体の約 1%であるが釦 11束肝に 致する

椋hが4,j:l~される 1-< II小す,fU歌JII iii柑椋bi!11r地からは｀金1l1原序地1/)/j~!{i, こ・致するb;f.f iはみられ

なし、 似に．迫杓が1湘、 FLL泉.ti'f111m; 滴地などのhit{1 で11 られて＼ヽる島介には亀~'(;地分析の f・紐き

は内淮になる その』跡から10個以 Io>迅杓を分析し.J<'2.、.lのそれぞれの群に紺屈される粕度分{fs

を:)<め、面-i",.によら川Ii,'rM'iと比校して鰍＆しなければならない .. 1:111群を 1ヤった~ii{ i は会」~v.t~te 
祉郡''i麻町にfヽ.,.,... ,・ する:l:111を中心心した1幻ヽ地域から抹取された ，こ1/J. I: 山群と糾成の類似する原

hは fll泉 ·Ii消llllの)Jj•~地から (i%の~~,合で代収されることから、 -)!'J跡1011月以 1の旧物を分析し、必

3のそれそれの肝に.fJl(iされる.Jt(f!!.分 (11 をもとめて、 fl]泉 ·Ii頃Jill~ii哨地のJJ;(11 が使川 されたかどうか

判浙しなければならない
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;~., J益壺1叩辿跡/1¥I: サヌカイト製辿物(/)}以{Jt分析結り！

分析 J[ 索 比
昂:¥} I</~ '£1/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr Nb/Sr Al/Ca Si/Ca --
4町S4 0.441 0.220 0.078 4.763 0-116 0.075 1.157 0.020 0.013 0.122 

Iヽ切55 OJ150 0.217 0.091 4.955 0.326 0.079 l 231 0.049 0.013 0.130 

48756 0.277 0.222 O.OiO 4.513 0.194 0.065 0.634 0.007 0,011 0. 函
487S7 0.280 0.229 0.072 4.608 0.205 0.069 0.6.'l.'1 0.000 ()_()JO 0.091 
、18758 0.&10 0.256 0.(ぬ :16(.)5 04~1 0.061 0837 0.041 0.017 0.183 
487G9 0.633 0.275 0.052 3.537 0.373 0.066 0.8..?() 0.026 0.016 0.168 

48760 0.371 0.246 0.077 4.875 0.288 0.040 1.123 0.039 0.013 0.1 JO 
、18761 0.2印 0.227 0.064 4.588 0.212 0.056 0.579 0.025 0.011 0.092 
48762 o. 船6 0.275 0.054 3.683 0.372 0.034 〇.854 0.031 0.016 0.165 

JG-I 1.319 0.292 0.060 2. 細 0.7絡 0218 0.746 0.069 0.023 0.296 

JG-I : f~l\111よ朴細du.A.Kur<1!.awa.H..Ohmuri.T.&Takeda.E. 1974 compilation of data on 1he GJS 

邸1>ehemicalreferei1ce sampk-sJG-1 granodiorite and JB-J basa!L G面 lwmicalJoumal, Vol.~ 
175-192 (1974) 

;,. 6 塩ぷ1印氾跡出 l:のサメカイト閲氾物の比Hftl地1卸定結果

こ分析L刃ぐ物」 ドm rけIIH答II
~;! 石屯地（確4') H 定 俎物品名

（伽月・）

l 一令— 弥生時代 金Iii東 (49%) 金 111 1 i鏃

48755 S2 I 釦1,火 (9%) ” ’‘ 

4trl56 s :~ ’’ : I: 山 (13%) ・. 1:111 
+-

48757 S I 二t山 (1%)

48758 S5 縄文時代 岩屋窮1肝 (7%) 府片！ I 

・18759 S fl ” 府径箱l群 (69%) ” 
487fi() Si t~ 十山(2%).法111谷(2%) I ,, ’‘ 

4'1:161 S8 弥牛時代 二t山 (3%) -. 1・111 I “ •-
48762 S9 む居第l訂 (46%)

▲
 

s, S2 S3 S4 S5 

゜

S6 S7 S8 S9 5cm 

第23図 サヌカイト産地分析試料
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:n I Iii> )J£vJ~l\jtl1ら出 l_ll)•J~'1 fトt,ll杓1/){jf.!南地，，，Iii

結果と考察

迅跡からII¥I: した{I沿.(II', は．以化のためサスカイト製は b.1f1iが(J っばく全色し、新りな祁分と ~'{

な-,t:.)しiw1,,xになって＼ヽ る11f能竹が名えられる このため氾物f/>i¥M定1fricf>風化した汎；分に、,,:紺，・1-な（

によってアルミ 1 粉人を吹きつけ風化~7 をJ[x り除き新鮮I面を出して測定を ,i な ., た ．— ·JバVW<it-~のも

0)は風化に対して女淀で、 lHiiにiWlヽ 水利k-1が形成されて＼ヽるにすぎなlヽ ため．んruのiii::t,. 水汎するだ

けで完令なJII杖壊分析がnf能であると牙えられる m 今[nl分析した迅物の結火を;.,5にぷした {j沿の分

析贔＇凍から h材9哨地をl11!'.itするためには数理紐，11-q)f・ 法をmi ヽて ~;i{i群と Cl)Jtヤとをする ，況IIりをff;1lji :: 

するためK/Cae7> 変:,tだけを打えると、分析酢乃48761番の迅物はK/Caのf11'iが0.280で、 . I 1l1fl1VJ ['I'・

均i1'l]七 lt.:!'111~p; fo'ilは.0.288土0.010であるから、迅物とh;U,Ui-の序を屈町贔弟,,., (,,)を J,~•V, , _. し

て 5えると』物は~it,i r.rから0.8<1屁れてしヽる ところで -・.l.1l1JJ;tM1地から100ヶのh;,{ Iをn)てさて分

析すると.'I'・均f,¥から土o.sqのすれより人さ tヽ ものが42ヶある すなわら、こO>.i!'.t物が、 I.I I I ll)'O)h;( 

hからhられ(l、たと恥としても、 0.8tT以上雄れる確ギは42%であると，1える f'から、 . I 1l1f1ff/J'l' 

均9りから0如 しか離れてtヽなしヽとさには、この氾物か・.l:1l1群の原{jから11られたも(/)でなし＼とは.1・11 

h~ 名い切れない}ところがこの追杓を金山東群に比較すると．金111liferの'I'-均(ii'iからの附たりは、約17

nである，これをfi1¥>¥の，f岱てよ現すると．金山東訂の旗hをばってさ（分析したとさ、 1ぽ）｛伯から17

o以 I.雄れ (lヽ る紺中は．「兆の(i/jf,~ 分の であると，，える こ(1)ように、和Ito)(i Ji(名側に 個し

かなtヽようなbit<iをf・ょt・ょti取して、この旧物が作られたとは与えられな tヽから、こ(/)迅物は、令111

山訂(l)~j{,{ iから f1・ られたものではなt ヽと l~定できる これらのことを罰lftlこまとめて rlうと、 1この氾物

は .1.,1,nr. に42%、令Ill東群に「 ：Jしの ·lJf,}分の .oもの確ギてそれぞれ,y~される 各』粋rJ)辺~),:--J

t、-c.こ(1)r1J1Ur を 1~I のすぺての原｛，訂につし、てけない．低し、趾中で柑屈されたh』tfi:地を；I~ していくと

残るのは. ・. I:」II fliC)訊哨J也たけとなり. ~1·. 山哨地または｛出l呆・/;'Hllllfiitl'tJ也c,){iHが"1!111されてtヽ

るとtiJ',i:される 火院IくU<!Caといった唯lヶの変屈だけでなく｀前述した8ヶのをりしで取り扱うのでを

:1U11Jf/>4l lll-¥lを引＆しなければならならし、 例えば．，¥原廂地のA群で.CaJCぷと RbJCぷとの11\Iに.fill~かあ

り、 Caの:,tを，11ればRl,d)lttは分折しなくても分かるようなとさは｀ヽ＼訂のf1Hで作られた迅物であれば、

A肝と比較したとさ.Cnれがダ（すれば‘り然Rbれも 致するはずである し卜がって、もしl<b:,しだけが少

しすれい Iる馬合には、この，よ村はA群に屈して lヽ ないと占わなければならない。こ/))こkを数は的に

)!,¥さ11¥-tt-るJ.うにし f·(/)がり II関を与屯した多変乱統計の T法であるマハラノヒスの~,,雌わドめてhなう

ホテリンク(/)・1検定である、これによって、それぞれの訂に帰屈する確ギを求めて．哨地をl11liとする 帝

地のI、;1』とも＇煤は 1間の迅物にHして．サヌカイト嗅では45fli¥1の推定確叶遠りり！が柑られてし、る 今11111屯J也

クHlrt;. tr , I.: ill物の~~地椎定結果については低い確斗：で帰属されたfi!~fr J也(/)推定確中は祇1(1j(I)祁合 l:,ic

人を行略し. f.~ し渭i叶；で1,11定された叱地のみの結果をJi6に，記人した !it< i nrを11. った&i¥ii試料は11'(If..

J rmt・i I・てあるが、小さな迅物試料の潤定から原6試料と,,,)じ鴻定粘I~で）［土：含Ul,tを求める「は．測

・,1:r.¥l/ll+U叶1/11掛けなければならない しかし．多敗のよ料を処理するために. 1糾0)氾物に多くrJ>UI 

間をかけられない1汁，'rがあり、知叶間で漑定を打ち切る このため、 r.> られt・辺物のi<lliE値には、人• さ

な，訊牙範[Iりが含 よ`れ、とさには、原石群の元ぷ組成のIウツキの範圃を越て人ヽくなる ，したが・って、

小さな迅物(l)i'f(:)也4ti:il:'.を1iなったとさに、判定の伍頓限界としている0.1%1-,iしない確半をぷす場合か

比較的多くみられる Ji;H i~?i地（確"f.) の閾にマハラノビスの凡ほD のヽ＼で、止した氾物rついては、 i:」l
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定の(,11(1限＇がとして しヽる0.1%の確'r-に達しなか・1た迅物でこの [12<1)偵'iがfi;(.{j fll'O) 中でf,~ も 小 さな Dii!~

であるーこのf11¥が小さい肝迅物の）［ぶ糾成はその『(>fi I打の組1火と似ていると＼ヽえるため、推定確叶針よ

低しヽが、そこの~i!'ii名地と名えてほ 1ヽ1111追し、な t ヽと判断されたものである

温必1'1i;i'.l跡かち111Iしt・縄文時代および，j依t時代(l)9伯lの1粗地分flr<J)対，米は金山咋地,-2制、 . I: 山

起地に 3 閥、 i'出渭地に I ~IIが使11枷I屈された &2に従えば1出峰地からも釦11沌とt{l成の似るサヌ

カイトが殴出しているため、令1l1vPにMui された •t•にrn出布の物が含まれている可能11が推測されるが、

l似lでは:;%(1)~ 涌ヽ'r.で. ~11,\1 とも［出滴地から採取する確しはo.osx o.os.o.002sで0.251>;;0)低t'節ヽ 九「とな

る 府届第 Illl'i/i晶dされf・氾物O>l~Jを枯準にJtf§!J配分すると、 i'1'/t~'v.のnJf臣t1のあるt山秤に出i属さ

れたiり物は 1個以内 (O!'ifW)r4(渭Hした。補正後の各佳地q>f'.l!HI関牧はWが,171が I11,•~lf'll.«J して 5 個. ...:. 

I.LJ I'171が3IWで．合1l1i>tは 1制になった 、ぷ出の活発な布地の4;川がより多く氾跡に伝播すると推測す

ると、本俎淋はuilヽ占地/jとの交流よりも去内地Jiとの＇ぶ化がよ I)i,f; iもであ・った、日推測しても1光地分析())

結果と f・,,~ しな l •

（参考文献）

I)ふllfi'J!・ll!Hitl.:f,; (197f,)、9<光x船分的）；によるサスカイ I・G&:のi;灘地椎,i.'.(II) 月，','"";•と1・1:唸¥17.8:61如

2)ぷf1f'i')¥・りll/d11,1 ・ iH~/1 (1977l. 11978). 猷光X船分析法によるサくカイトI,r.iのり消J也作定 CIDl. (I¥") 

，，，＇汀とI'llが 1-;'<、I0,1l:53-81::t~7 

: ~I ぷfH'1')!・1l!Hi1U! t191!3l. I ぶk~Hの,,附地分析 考占子とrlなfl?.16:S!h.~I 

、I)求H式LI(1976) , 哨地帷:,i:.Lおける統11ttf.1T・払 与占？と l'l~~fl? 、 !!:n・叩

;, I火4「武い (I!!以）．，，占，?こ杓刑化t.,,,,,. ~, 
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第2節放射忙炭ぶff代測',i!

第2節放射性炭索年代測定
（株）地球科学研究所

I . il11J定結果一屁表

geo No. 加t.1No. i'l f'I帷 処理・ 1引製 • その他 ~, 位"Ji jffl;t 14Cage 、H3C i町[14Ct,g,, 111年代

4593 102047 炭u、.4) acid waヽhe~恥nzene SH13 5.4 K 1930士70 -27 0 1890士70 BC20toADZ75 

I 
AD290to320(95%} 

AD6510225(総％）

45虹 JO: 巫sI恥刈） acid→ al知Ii-acid加nzene SKI0,1 fill~ 1070士;,() -26.9 10,10±50 AD895tol045 

I 
ADI 105101115(95%) 

AD980lol025(68%) 

2. 報代内容の説明

14C age(y BP) : MC年代澗定伯試料のli!C/12CJtから、 }ji純に現(r:(19印り'-AO)からM年前

(BP) かを11-~した年代 ,,~ 祓Jg]として5568年をJ-1]しヽた

補正14Cage(y BP) : ~lliE14C年代f11l , 試料の炭索安定lr1l1、',:f本比 03C/12C)を測定して1/..料の炭-kiの

613C(permil) 

届年代

1,;J位体分けljを知り14C/12CO)測定伯に補止値を加えた上で、知I¥したfj(tロ

：試料の測定14C/ 12C比を ~DtEするためOJ13C/12CJ七この安定li1Hi!_f本比は、 F

式のように椋準物'l'((PDB)の11111.'tf杓比からのT分i贔花(%.,)で表現する

(13C/12Cl [試料]-(13C/12C) [t~ 準）
o 13C (%.i) = XIOOO 

(13C/12C)「試料l

ここで、 (13C/I2C)[w¥料]=O.tHI2:J72である

：過よの字宙線強度の疫動による 人なt •l114Ci/:11的 Q)究動に対する補 ,rにより、 111'

'f代をp:出する。具（本的には年代1托知の樹木"t-11.:の14Cの詳細な測定伯により、

補,i:rU激を 作成し、 1/1年代を符.t'I¥する . (Stuiver et al.1993:Vogel et 

al,1叩3,Talmaand Vogel, I叩3}ただし、この補正値は約10.00()yBPよりがヽ試

料には適Illできない

1. 測定方法などに関するデータ

濶 E方法： I畑diomatric液f本シンチレーンJンカウンりによる3絲JI数法

漑と様I~ : Rf'ta Analytic fnc. (Florida,IJ.S.A) 

報告If: (株）地萩科学l•Jt究所

処哩・ 1月製 • その他（試料の前処理 ，lり製などのti•~報）

111/処判にacidwashes (酸洗浄）、 acid-alkali-acid(酸アルカ

リ殺洗浄）

’↓1閲• その他： benzene:Radiomelricによる鴻定の際｀最終

的にJ料をペンゼンにぶ製する b
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第6章考 察

第1節逍跡の考察

今1111の発掘.~•jftの結果、以卜のような1戊央と応義があげられる．

1. 立地と発掘例

11))(,i紺妖や神戸やIJJ]石側を斗lむIr.I冷I:や谷部(~~ふ40-70m)に位沢する‘加1-.PHtit rn11t'r・カ・ら 木ばi

が,,心とした屈地什応落であり、淡路屈北沿部における弥生IIH'-:flll)、範,,収な船落の発掘ぶ代として；計）J

伯1である

塩泊げり辿跡の位沢する t-)c'.根 l:cJ) 束 /jcJ)洵1糾が I) には出•ぷ東m粉や出壺旧跡が(rlt し、し、ずれのll~

も Ii\ ヽに核しており、今後の各ii']~の/1¥1:.itl~'ti-の詳細なクilfr条り火の比較了が必要であるが、 1杞1沖渭l

ii1"ころcl)範はてあることから,,,)・;!I料とどえられる

2. 遺跡の存続時期と主体時期

111 1. し f・氾物から純文B~代に小規l'Jな 'U,~あるしヽ はHllilのJ↓}として利11Iされてしヽたかのような状態で

縄文II、i 代 ,iり 1り 1と与えられる -{j器およびj,;;lUJ~- 晩J9lto) 1盗が牧発的1・mI・. した 必地竹阻治の %ヽJ色す

るIr.険部などで縄文時代のf-i 沿~(/)」0物が発見される例は少なからす ('If.するが．浪路島北溢,"J;では珊

文，.,·~011191を日人とする「まるやよ迅趾 ・＊縄文後閉ごろの I :塙等をともな・）て1過tiI.ill跡・紗辿It迅蹄があ

る 1・ キリ辺跡、給m氾附は海l?Ol地：. ,.., 買し、 P.刊期的にも近格することから今 i妾•関係につ l ヽても名え

る必咲力•ある

,； VI川(¥:ではり消Jr!頭の・舷r;rnが/III: し t・が、迫楢守を ,1~うものでなくその出,;iはイ,IIJJである なお

塩浙11ttiOV~のU+をなすII、¥'IOIは似,.. ,,, 代1炎JPH妥'Iこから,t.:t(tO>II.I札凡';!'.!'附 <81n出現tifJ夜印）である

よたこれ以陥01111I・. 氾杓としては,,,,りや近titの I.器頴がわずかに1111して！ヽ るにすぎなし、e これば外'I.

時代以1硲近111(/)丘陵地間充よでの Ir'.~支部における和1111のf奪たしのばすものかもしれない

3. 遺構からみた集落景観について

迅憎としては,;~.'tat代の 'l-<i知l し•fr-介 , ~棟、焼 t塊や炭が多:,tに人っt・I'.駁や溝などがある 迅構の分

(ti状況をみるとC地区の南針血を中心r.心1情が低1,するが．その他はn'li~lに {f在する程度である· その

ki!l'-1には近flりス粋(I)丘陵1日発による「jl]'Iりが考えられるが、おそらく弥＇「叶代にお＼ヽてもこ(/)俎構 0)如,,

は人・さく，．妥化してlヽ な＼ヽものと名えられる つよりfUt;につlヽ てはC地lメ.rri料（川を巾心に uc;根 I:こ点

(r, するl't'/(tで、川途が真なる建物か谷f』に.. :.,. (£ する状況ではなかったか 谷知や！（根l.にかかる科1f1i部

付近を中心に焼1:や炭が残る I:~が発~., された，応落内での＇屈和 f)t・め(/)屈外での炊炊きの際,-'Iじた

も(l)も(r(cするが、谷吊に(Hf.・する人規校な焼 I.・炭をIfう,.. 埒は11'(4f..的に牛活に利rnされたものとは

考えにくい人規校なものである これらの俎構tJ)~ii1から当叶から迅構がない空間の {f (f:が111)らかにな

ぅた これは焼 1・炭が人61へはがf針i'i.する北ある lヽは北西部の谷やn,,1i地ではこれらの影愕から,,.j,T; 

し「くく、 lc'.111I. ↓如 Iは南斜1triLf1・4りを築lヽたものと考えられる
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また（` 地f,c fl> I-JG根I:と 1titl 1(11 を縦浙•する形で検出された SDI はfi: 店跡S11 8 f.-l;.IJ >ていること か

ら．仰かにIIl ijl Y, をぷ tt,• . !t落を l刈11りする t~.j):.f.J)施れであヽ-·た11[能ti.もある その他.D拡1fal心uり
端で検IllされたS1112は残（（状態が恵¥tヽが、 日t'/,がflが森く掘り込まれてしもことや眺々！がさくヽ・［地

から物見やぐら的な施、れの11f(臣性も与えられよう

これらの氾構の~,,況は，j切；．時代後IDJから，1,珀II\視I前夜の心地竹恥'{{の比落~I戎，心茂を 1引らかにする臼

料となろう

4. 遺物等について

11¥1: 迅物としては縄文時代後期末の・i;.r滝火 lー．沼や.Klll文時代1悦関l知の突・：り文 I:t} ('I駒1日認殺）弥'l::

叫(¥:f姐 l後,r -1, (JI I勾JUl11if』tl'i1r併行） o> I: 器や• 以沿（鉄践） ・h硲守がIllI: した とくに今I口1m1. 
した悦'Ill¥f¥:11)鉄鍬 ．ぅl、¥(/)うち全長1 :3.1-icm 、 $;,l:~:k,n 、 I'/.さ0.4ar、'「!1al24.78gをはかる人:'t')鉄追があり、

弥'I:時代のり鉱としてはわがltlでもい人級であろ しかも隋伎形の鉄鐵が人: '\1~化する時期のt'tif{な例で

ある また汎媒Q)I\~ 人と I:名りの11:f期がおおむね介致し、人'\~び:,tt!り武沿が弥'I.II.¥(¥:-1、碩の秘沿から，'l¥l.

することも少なく、その大ささなどと共に1J:HにW'lする汀料でめる

その他｀ 地JIJI/)lUl >- なっている冷冷co>社~-4中に こぷし 人・ PJI知のサヌカイ I· h切 I が11:!J.'.- さ れたつ こ

れらはIUf-1ばから縄文・弥'I:叶代を通じて➔)スカイト IJ>Ii沿材料(})供給地であった111(たt'I:かある

5. 遺跡の時期と性格について

北深路で(/)発掘状況を見ると、 D;'f期的には'J't.Jt.,, 月lの凶地性集；洛は今のところ発見されておらず、後

期の心地什比治の兌掘，1Ht例は I・数例である 迅糾の数としては、後期になりは梵It.、w刑JAiする 加1-

叶代の'J だの •I•、じであ った稲作を行なううえて、r地で'I:活することが必嗅条件であったに もかかわら

ず.~ ふ地にリ滋をつくらさるをえなか ったこと はfufを滋Ilkするのか，UJJ-{iihj~!1: 1(1iする後1りのf.Ji地性船

沿UJJ{9tJIについてはljlなる人口の(I然Jt'}J川や淡RX島内での人々の移動では説明しきれない

塩壺内氾跡は近~J也 11 令0物の，しは地性低府の中でも 典'\'~的な 7ヽ地条件を伽えたものCあり、（｛絞した叶

IHJ が従来考えられたも I/)よ I) 後の時代まで続いたことは、他の~-~・地性Uミ落と比較しても1-~~·tなケースで

ある

弥'1=.時代悛JUI似靭）a*-'i.i,11n1は｛委LF1動且JUIの2世紀i名'I'から人→頃を,11.し叫191の上限とし、3Lil紀にF

・:>ても凸んに{tわれている点は上器,(/)迅杓からfJH析でさる この時期は 視、ぶ fk人（ムに出されてい

る邪馬台I,Jが((frしたり＇弥呼の Ill代である ま!・ こ <1)11~ Jりは大陸からの文物 （鉗鋭、太））など）の人 f­

たが殺内地/jが中心となったn、¥・IGIである '''tll }i'tl'11 i内洵における物口流通0)ル 1は、Vりから東にひん

ばんに行われ，かつ人l1~JJ脈とし て機能しつつあった その点において、眼 i:1こ11)1(j?11)似を沼も本迫跡

の{f{t:はル トI:最も1「国な地点が選ばれてlヽる

本氾跡の竹格ば弥＇「後 IUI 後‘臣(/)依旧動乱lりから古1nm視1i1f~碩まで交通の‘疫!ft(-、7地する必地竹瓜活

として数少ない例の・つであり、叩石海以やt/ijlQ)播If,や摂；11方面をみわたせるヽt地から 月’え．弐内政

枷が交通動脈の安、とをはかるため~ ~朽い）場＂や占代通 I,l横能をhした"(/)らし台＂な どを設買させた

軍：I渾J色杉をもつ旧蹄である11J能性がある よた．名代の煉 I・.や伏が堆積したのろし~(/)11f能性がある

人きなu貸 (A地I><SKI01I・SKIOSなど）や'7ll.rとしてはl1l大級の鉄鎌の出 I:は行殊な迅i外の(f(f.を賠示
しているのではないだろう か，
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これらから. ,f,: 氾拶卜は弥’中社会の変遷を研究するうえにおtヽてif(I災な辿跡であり、北淡路に多数({{f

する＇凡 'In ¥代後IOJ<l),•,';j地 11 迅落の({{£)意義はN本が初めて統 ・された11.,代(/)ti会変化と冷『接な1関係をも

っ('.ヽたも,J)と考えられる
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第7表塩'ol:紆り迅跳年K

西肝 II与 代 関述する t-:なできごと 塩壺州姐跡0)時代 北淡Wn・IIJI石・神Iiの追跡

8000 111./i器 t沿づくりはじまる よるやま、丸山地点（淡格1111)

｀ ｀`` 9釦 II俎跨（神I•·~叩）,_ 7000 
釜11船頓ヶ1>-1足跡（東油町）

6000 ff波党の前迅跡（北淡JIIJ)

5000 縄 まるやま骰m地,.',•. (淡路町）
悩本卜朴迅跡（東~11町）

4000 瓜贔 {j器/1',/-. u k~1l1)111',t; 純必・弥'I:.後（神Ii.1f!-t-J 
3000 ,If水11,r,11l'I跡（神1i・1JE水）

文 縄t暉宮献I:苔IiiI: i1 外ヶ島旧跡（一H町）
2000 fill俎路縄文ll4~ •1• 111 (北淡町）

1000 

l.l;l ~ ----- eラ9←吋 ＼ 
岡111・砂述,~追跡｛萩路IUT)

B.C 
ナキリ（淡路胃I)

5()(> 稲I乍はじまる 縄匁甕肌突罰文I溢Ill1. I) 新 /j追跡弥生111[- 奈良（神巨•西）

A.D1 --l 淋'I・.中関Jt: 沿出 I: じ
今1~11111'1跡（東浦IIIT)

弥 ~ `  lii ltlfM頃]V介縄文晩-•I• 世（神I'-l~)

~ r 枡内氾跡（北淡PIT)LOO -l (.'~/む俎跡（淡路町）
~{東行ヶ谷旧跡（神戸・廂水）

始
180 (刹L!lki'iL卑弥llf共立される

I] 
久Yf々 口跡（北淡町）

200 l 牛 .r~ 地忙集落 おざわらm跡（拿It淡町）
2:39 I¥! 弥呼．魏に使いを送る鉗鋭H枚nる /11木追跡しIt淡llf)

:{()() -l 卜＼． ~48 1¥1弥uf:,;fす 和Ii·Iビヶ岡迅~(東浦町）
塩壺逍（淡路!If)

＼ 
古Jl'l/11現 人販鵡枕（東涌町）

t 400 ~ T i.'l:船~HJ:il'.I跡、弥～占製出（北淡lflf)
I1I - li色塚占珀（神/1・1i水）

500 -l 
8 IGの叫碕（淡叩fl

600 ---1 \~ 、-匹1吟Zヽ ＂旧1.1,J-(l( 宮町）
J(l 

楠本塩人迅跡（東涌町）

・人・木谷rljt(l( 宮町）
700~ 

I i!~m迫跡（北淡町）
800 -l 
代

~li)() 

1000 
弥｝「 I.器 鉄滋

1100 
'Ii 

1ioo 
1192 I藤心迅跡（東浦町）
鎌れ

1:{<Xt 1 .,, , , ...... u, ··~--1 

1400 -l I 'f~ 

l こ二 プ 須ぶ器鉢11¥I: I) 

1500 i 世
157:i 

1(-i()() -l ・/ I: ・111 1596~ 長［い見地復 1r凋城 (i碑町）
近
1603 塩壺追跡のWJ:ft居跡術培でり1役かれる 111 G城 (I.JG巾）

-1700 -~ ff 

1800 -l 世 r; 

I郷

~ ＼」ーノ
Ji.rt t溢ti¥」; I) 

19()()―l 近代 I #lffi岬砲台（神戸•印11.l
既(砲台（神戸・乖水）

| 卜"口1成 1995共叩，し南部地況
l印7 現(¥: 'l'- l幽 llJHi海峡人俎訓通 l;定
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淡路インターチェンジ・サーピスエリア
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南からの遺筋遠景

（明石海飲を望む空中写真）

南西からの遺跡遠景

（須暦を望む空中写真）
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各旭区出土の届製石器
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